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は
じ
め
に
0
災
害
の
記
憶
と
被
災
の
状
況
②
火
災よ
り
み
た
鎌
倉
の
町
③災
害
の
復
興
と
鎌
倉
住
人
お
わ
り
に
［論文
要
旨
］
　
鎌倉
の
都
市
的
発
展
は
、
御
所
や
御
家
人
の
屋
敷
・
寺
地
・
商
業
地
域
・
墓
所
の
立
地
等
を
含
め
、
　
　
　
　
で
は
和
田
合
戦
を
は
じ
め
地
震
発
生
に
よ
り
兵
乱
が
発
生
す
る
こ
と
が
幾
度
か
確
認
で
き
る
。
そ
の
文献
・
考
古
両
面
か
ら
詳
細
な
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
災
害
に
注
目
し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
　
　
　
　
典
型
例
は
永
仁
元
（
一
二
九
三
）
年
の
大
地
震
の
渦
中
に
発
生
し
た
平
頼
綱
の
乱
で
あ
る
。
こ
の
事
少
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
火
災
・
地
震
の
発
生
と
そ
れ
へ
の
対
応
、
復
旧
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
　
　
　
　
　
件
は
、
地
震
の
な
か
で
偶
発
的
に
起
こ
っ
た
事
件
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
得
宗
北
条
貞
時
　度
重
な
る
火
災
に
襲
わ
れ
た
鎌
倉
の
防
火
シ
ス
テ
ム
を
み
る
と
、
若
宮
大
路
が
防
火
帯
と
し
て
機
　
　
　
　
の
衰
日
克
服
と
連
関
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
い
わ
ば
、
地
震
後
の
内
乱
発
生
の
予
能し
、
家
屋
破
壊
も
防
火
の
手
段
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
大
焼
亡
」
と
認
識
さ
れ
記
録
さ
れ
た
大
火
災
　
　
　
　
防
的
措
置
と
も
考
え
ら
れ
る
。
は
、
市
中
を
大
規
模
に
焼
失
さ
せ
る
大
火
災
と
鎌
倉
の
重
要
施
設
で
あ
る
寺
社
・
将
軍
・
北
条
邸
の
　
　
　
　
　
最
後
に
、
町
の
復
興
を
考
え
た
場
合
、
わ
ず
か
な
事
例
だ
が
円
覚
寺
で
は
門
前
居
住
の
「
在
地
之
焼
亡を
含
む
火
災
が
あ
っ
た
。
後
者
が
「
大
焼
亡
」
と
認
識
さ
れ
た
の
は
、
特
に
経
典
・
聖
教
類
を
　
　
　
　
者
共
」
に
在
家
別
の
負
担
を
決
め
て
作
道
な
ど
の
工
事
を
行
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
寺
社
・
御
喪
失
す
る
こ
と
が
鎌
倉
自
体
の
凶
兆
と
忌
ま
れ
た
結
果
で
あ
り
、
特
に
幕
府
上
層
部
に
危
機
感
を
あ
　
　
　
　
家
人
ご
と
の
復
興
作
業
が
基
底
に
あ
っ
て
、
全
体
的
な
都
市
鎌
倉
の
復
興
が
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
た
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
震
発
生
と
と
も
に
谷
に
囲
ま
れ
た
鎌
倉
で
は
山
崩
れ
が
多
く
発
生
し
た
が
、
復
興
の
際
は
「
犯
土
」
と
い
う
土
地
神
を
鎮
め
る
信
仰
故
か
、
生
埋
者
の
救
出
や
地
曳
に
陰
陽
師
や
真
言
僧
が
深
く
関
与
し
た
。
ま
た
、
地
震
は
社
会
不
安
の
発
生
と
結
合
す
る
の
だ
が
、
鎌
倉
8
3
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は
じ
め
に
　
武
家
政
権
の
首
都
と
し
て
多
様
な
人
々
を
呼
び
込
み
拡
張
し
つ
づ
け
た
鎌
倉
は
、
地
震
・
火
災
・
洪
水
・
飢
饅
な
ど
の
災
害
に
み
ま
わ
れ
た
。
都
市
鎌
倉
に
つ
い
て
は
将
軍
家
御
所
や
北
条
氏
邸
の
位
置
・
町
場
と
港
湾
・
墓
所
や
倉
の
所
在
地
の
比
定
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
ど
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
都
市
と
し
て
の
様
相
の
特
徴
を
研
究
史
か
ら
み
る
と
、
網
野
善
彦
氏
は
周
辺
の
田
畠
が
広
が
る
村
落
地
域
と
は
異
な
り
「
地
」
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
単
位
で
土
地
が
認
識
さ
れ
た
と
し
、
石
井
進
氏
は
周
縁
域
が
墓
所
と
し
て
機
能
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
極
楽
寺
が
官
寺
的
立
場
で
こ
の
地
域
を
支
配
し
た
と
し
、
山
村
亜
希
氏
は
文
献
史
学
．
考
古
学
の
成
果
を
統
合
し
て
都
市
の
発
展
段
階
ご
と
の
景
観
変
遷
を
追
い
若
宮
大
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
計
画
的
な
町
割
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
秋
山
哲
雄
氏
は
北
条
氏
邸
の
位
置
と
造
営
・
相
続
を
検
討
し
て
十
三
世
紀
中
期
以
降
の
近
郊
域
へ
の
別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
業
と
持
仏
堂
の
広
が
る
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
は
、
鎌
倉
で
の
災
害
を
考
え
る
際
の
基
礎
的
な
研
究
で
あ
る
。
　
一
方
、
災
害
に
着
目
し
た
研
究
は
多
く
は
な
い
が
、
五
味
文
彦
氏
は
若
宮
大
路
が
鎌
倉
中
を
東
西
に
分
け
る
機
能
を
も
ち
火
災
防
止
帯
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
ぼ
、
平
田
伸
夫
氏
は
三
善
善
信
邸
の
火
災
が
鎌
倉
で
の
記
録
保
存
に
重
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
な
影
響
を
与
え
た
と
し
、
盛
本
昌
広
氏
は
『
吾
妻
鏡
』
に
み
え
る
火
災
記
事
を
一
覧
し
て
冬
の
深
夜
に
多
く
発
生
し
た
原
因
は
失
火
と
さ
れ
明
か
り
や
囲
炉
裏
の
火
の
不
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
始
末
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
一
方
、
災
害
に
派
生
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
永
仁
元
（
一
二
九
三
）
年
四
月
の
大
地
震
と
平
頼
綱
の
乱
の
関
連
に
つ
い
て
峰
岸
純
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
氏
が
地
震
発
生
後
に
偶
発
的
に
発
生
し
た
と
し
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
災
害
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
災
害
と
し
て
研
究
し
た
も
の
は
以
上
の
よ
う
に
多
く
は
な
い
が
、
当
時
の
鎌
倉
で
の
災
害
と
そ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
永
仁
元
（
一
二
九
三
）
年
四
月
の
大
地
震
を
醍
醐
寺
僧
親
玄
の
日
記
か
ら
み
る
と
、
十
六
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
断
続
的
に
地
震
が
発
生
し
、
殿
中
で
大
北
斗
法
・
愛
染
王
法
の
祈
祠
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
営
ま
れ
る
な
か
、
二
十
二
日
に
平
頼
綱
の
乱
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
地
震
に
よ
る
被
害
状
況
は
、
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
に
く
わ
し
く
「
山
頽
、
人
家
多
顛
倒
、
死
者
不
知
其
数
、
大
慈
寺
丈
六
堂
以
下
埋
没
、
寿
福
寺
顛
倒
、
巨
福
山
顛
倒
、
伍
炎
上
、
所
々
顛
倒
不
違
称
計
、
死
人
二
万
三
千
廿
四
人
云
々
」
と
み
え
、
大
規
模
な
山
崩
れ
が
各
所
で
発
生
し
、
寿
福
寺
・
円
覚
寺
が
倒
壊
し
、
二
万
人
余
り
の
犠
牲
者
を
だ
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
山
崩
れ
か
ら
助
か
っ
た
人
の
こ
と
は
無
住
の
『
雑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
談
集
』
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
先
年
ノ
鎌
倉
ノ
、
無
量
寿
院
ト
云
寺
二
山
崩
僧
堂
ウ
チ
埋
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
僧
四
　
　
人
、
座
ヲ
ナ
ラ
ベ
テ
不
遠
、
三
人
ハ
即
チ
死
ス
。
一
人
僧
ワ
ヅ
カ
ニ
息
ノ
カ
ヨ
　
　
ピ
ケ
ル
ヒ
マ
有
テ
、
二
時
バ
カ
リ
ヘ
テ
、
ホ
リ
イ
ダ
シ
テ
助
カ
リ
タ
リ
。
陰
陽
　
　
師
コ
レ
ヲ
ミ
テ
、
「
都
テ
不
可
助
。
人
ミ
ナ
御
座
二
如
此
事
、
返
々
不
思
議
二
侍
　
　
ベ
リ
。
行
業
バ
シ
ノ
チ
カ
ラ
ニ
ヤ
」
ト
疑
ケ
ル
。
先
ノ
独
住
シ
テ
、
信
読
ノ
大
　
　
般
若
読
請
事
有
之
。
彼
僧
現
在
ノ
人
也
。
同
法
也
。
惜
二
物
語
聞
侍
シ
。
生
き
埋
め
に
あ
い
な
が
ら
掘
り
出
さ
れ
て
助
か
っ
た
無
住
の
知
己
の
僧
は
、
生
還
の
原
因
を
陰
陽
師
が
大
般
若
経
の
真
読
の
結
果
が
現
れ
た
も
の
と
評
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
地
震
災
害
は
、
家
屋
や
寺
社
の
倒
壊
・
崖
崩
れ
の
発
生
・
多
数
の
死
者
と
い
っ
た
人
的
物
的
損
害
の
甚
大
さ
と
と
も
に
、
（
a
）
真
言
僧
ら
の
災
難
よ
け
の
祈
祠
、
（
b
）
復
興
段
階
で
の
陰
陽
師
ら
の
活
動
、
と
い
っ
た
面
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
実
際
、
（
a
）
の
側
面
に
つ
い
て
は
『
渓
嵐
拾
葉
抄
」
に
は
、
著
者
光
宗
の
師
匠
の
談
話
と
し
て
「
徳
治
比
、
霊
山
院
寂
仙
上
人
関
東
下
向
事
有
、
公
文
所
評
定
次
、
談
義
云
、
真
言
宗
者
穰
災
秘
術
也
」
と
い
う
話
が
あ
っ
て
「
真
言
宗
事
、
自
身
即
仏
宗
旨
、
而
建
立
心
仏
国
唱
成
等
正
覚
、
以
心
伝
心
之
秘
法
也
、
豊
壌
災
一
偏
哉
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
と
答
え
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
公
文
所
で
の
評
定
の
場
で
交
わ
さ
れ
た
雑
談
で
あ
り
、
幕
府
枢
要
の
人
物
等
は
真
言
宗
の
秘
法
が
災
厄
を
払
う
役
割
を
は
た
す
も
の
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
、
鎌
倉
で
の
陰
陽
師
の
活
動
は
、
村
山
修
一
氏
が
、
頼
朝
邸
が
過
去
二
百
年
近
く
焼
亡
し
て
い
な
い
住
居
が
選
定
さ
れ
陰
陽
師
の
阿
倍
氏
に
よ
り
そ
の
由
緒
が
宣
揚
さ
れ
た
こ
と
、
兵
乱
に
よ
る
将
軍
御
所
284
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（
1
4
）
焼
亡
後
の
方
違
え
や
新
築
な
ど
の
場
や
時
の
選
定
な
ど
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
陰
陽
師
の
政
治
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
米
井
輝
圭
氏
は
、
安
元
二
（
一
一
七
六
）
年
の
京
都
の
大
火
な
ど
の
災
厄
は
陰
陽
師
の
天
文
観
測
に
よ
る
予
知
と
合
致
し
た
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
め
、
政
局
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
笹
本
正
治
氏
は
、
九
条
兼
実
が
陰
陽
頭
賀
茂
在
憲
か
ら
火
災
が
近
辺
で
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
方
角
が
「
禁
方
」
で
あ
っ
て
も
延
焼
を
防
ぐ
た
め
に
家
屋
を
破
壊
し
消
火
後
に
復
旧
し
て
も
禁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
忌
に
は
あ
た
ら
な
い
と
述
べ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
陰
陽
師
が
災
害
の
予
知
・
復
興
の
助
言
を
行
う
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
の
『
雑
談
集
』
の
説
話
と
通
じ
る
面
を
も
つ
。
　
中
世
の
災
害
を
検
討
す
る
場
合
、
被
害
実
態
と
と
も
に
記
憶
の
あ
り
か
た
、
合
戦
な
ど
と
の
連
関
、
予
知
や
復
興
に
関
し
て
の
密
教
・
陰
陽
道
な
ど
呪
術
的
信
仰
の
関
与
と
い
っ
た
問
題
が
う
か
び
あ
が
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
以
下
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
史
料
の
引
用
に
際
し
て
、
主
要
な
素
材
で
あ
る
『
吾
妻
鏡
』
は
『
鏡
』
、
『
金
沢
文
庫
古
文
書
』
は
金
文
、
『
神
奈
川
県
史
　
資
料
編
　
古
代
・
中
世
』
（
一
）
（
二
）
は
『
神
』
の
略
称
を
使
用
し
た
。
0
災
害
の
記
憶
と
被
災
の
状
況
　
鎌
倉
の
災
害
は
後
世
ど
の
よ
う
に
記
憶
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
戦
国
期
の
永
正
十
七
（
一
五
二
〇
）
年
二
月
作
成
の
小
田
原
市
本
誓
寺
所
蔵
『
本
誓
寺
阿
弥
陀
如
来
縁
起
』
に
は
、
比
企
ヶ
谷
居
住
の
女
性
に
つ
い
て
「
正
嘉
年
中
、
大
風
・
洪
水
、
黎
民
多
死
、
水
溢
女
家
、
一
家
繰
逃
、
女
渇
誠
就
尊
乞
助
」
い
た
す
か
っ
た
と
い
う
霊
験
説
話
が
　
　
　
　
　
（
1
7
）
伝
わ
っ
て
い
る
。
正
嘉
年
中
の
大
風
・
洪
水
は
、
『
吾
妻
鏡
』
に
は
正
嘉
二
（
一
二
五
八
）
年
十
月
十
六
日
の
洪
水
の
こ
と
を
「
巳
剋
以
後
、
甚
雨
洪
水
、
屋
宅
流
失
、
人
溺
死
、
午
剋
属
晴
、
子
剋
月
蝕
、
不
正
見
」
と
記
し
、
甚
大
な
水
害
が
月
蝕
と
重
な
り
「
不
正
見
」
と
仏
教
思
想
の
面
か
ら
も
深
刻
な
事
態
と
う
け
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
し
よ
う
。
縁
起
は
『
吾
妻
鏡
」
の
記
事
を
引
用
し
た
可
能
性
も
あ
　
（
1
8
）
る
が
、
正
嘉
二
年
の
大
洪
水
は
『
神
明
鏡
」
に
「
天
下
大
飢
饅
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
『
立
川
寺
年
代
記
』
『
暦
仁
以
来
年
代
記
」
『
興
福
寺
略
年
代
記
』
な
ど
多
く
の
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
代
記
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
は
広
く
知
れ
渡
っ
て
お
り
人
々
の
納
得
を
え
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
　
次
に
南
北
朝
期
の
人
々
に
と
っ
て
の
鎌
倉
期
の
災
害
へ
の
認
識
を
『
後
愚
昧
記
』
の
応
安
三
（
＝
二
七
〇
）
年
九
月
十
三
日
条
か
ら
み
て
み
た
い
。
日
記
に
は
、
行
算
と
い
う
人
物
が
八
月
十
九
・
二
十
日
の
台
風
に
つ
い
て
田
畠
が
損
亡
し
飢
饅
が
発
生
し
「
相
模
国
大
水
四
十
年
来
未
有
如
此
之
事
」
と
評
し
、
鎌
倉
で
の
被
災
状
況
を
「鎌
倉
ホ
向
ヘ
ル
号
飯
島
之
孤
島
離
嚇
肥
詔
嫌
宇
皆
以
流
失
、
不
知
在
所
、
希
代
事
也
」
　
　
　
　
　
（
2
0
）
と
評
し
て
い
る
（
傍
線
筆
者
）
。
四
十
年
来
な
い
洪
水
と
い
う
記
載
は
、
発
生
し
て
い
る
と
す
れ
ば
一
三
三
〇
年
前
後
と
な
る
。
し
か
し
、
元
弘
元
（
一
三
三
一
）
年
ご
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
に
成
立
し
た
鎌
倉
幕
府
吏
僚
の
記
録
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
に
そ
の
痕
跡
は
な
い
。
当
時
の
著
名
な
災
害
に
つ
い
て
、
『
太
平
記
』
で
は
元
弘
元
年
の
山
門
の
兵
火
と
七
月
三
日
の
地
震
で
紀
伊
国
千
里
浜
の
干
潟
が
隆
起
し
て
陸
地
と
な
っ
た
こ
と
、
七
日
の
地
震
で
は
富
士
山
の
頂
上
が
崩
壊
し
、
陰
陽
博
士
の
勘
文
で
は
国
王
が
交
替
し
大
臣
が
災
い
に
あ
う
し
る
し
と
さ
れ
、
実
際
、
九
月
に
は
関
東
勢
が
京
都
に
上
る
事
態
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
発
生
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
太
平
記
』
に
み
え
る
事
象
は
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
に
は
み
え
な
い
。
鎌
倉
で
の
水
害
や
富
士
山
崩
落
が
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
に
記
さ
れ
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
災
厄
が
武
家
方
の
関
心
外
か
大
き
い
被
害
と
認
識
さ
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
「
四
十
年
来
」
と
い
っ
た
言
葉
が
身
分
の
異
な
る
人
々
の
記
憶
の
あ
り
よ
う
を
反
映
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
　
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
の
災
害
記
事
は
寺
社
の
火
災
記
事
が
多
く
、
遠
隔
地
で
は
陸
奥
国
平
泉
円
隆
寺
（
毛
越
寺
）
、
関
東
近
郊
で
は
伊
豆
山
権
現
や
箱
根
権
現
、
鎌
倉
で
は
寛
喜
三
（
一
二
三
一
）
年
に
右
大
将
家
な
ら
び
に
北
条
義
時
の
法
華
堂
、
康
元
元
（
一
二
五
六
）
年
に
勝
長
寿
院
、
正
嘉
二
（
一
二
五
八
）
年
に
寿
福
寺
、
弘
安
十
二
二
八
七
）
年
・
正
応
二
（
一
二
八
九
）
年
に
円
覚
寺
、
永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
に
勝
長
寿
院
の
焼
失
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
将
軍
御
所
や
執
権
邸
が
火
災
や
延
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焼
を
免
れ
た
記
事
も
あ
り
、
建
治
二
（
一
二
七
六
）
年
に
は
将
軍
惟
康
親
王
が
御
所
と
し
て
い
た
北
条
時
宗
邸
・
北
条
宗
政
邸
が
焼
失
し
た
こ
と
が
み
え
る
。
い
ず
れ
も
将
軍
や
北
条
得
宗
関
与
の
事
項
で
あ
り
、
同
様
の
関
心
か
ら
記
載
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
安
貞
二
（
一
二
二
八
）
年
の
箱
根
権
現
の
焼
失
に
際
し
て
の
記
述
は
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
願
）
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
、
「
満
月
上
人
草
創
以
後
五
百
余
歳
、
初
及
此
災
、
武
州
頻
歎
息
」
と
記
さ
れ
る
。
八
世
紀
に
満
願
上
人
に
よ
っ
て
草
創
さ
れ
た
箱
根
権
現
は
関
東
鎮
守
の
一
つ
で
あ
り
、
創
建
後
は
じ
め
て
の
火
災
は
北
条
泰
時
に
と
っ
て
凶
兆
の
出
現
と
し
て
認
識
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
記
述
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
箱
根
権
現
の
火
災
に
み
え
た
「
草
創
以
後
五
百
余
歳
、
初
及
此
災
」
と
い
う
時
間
認
識
は
、
先
の
水
害
で
の
「
四
十
年
来
」
と
共
通
す
る
要
素
を
も
っ
て
い
る
。
鎌
倉
末
期
の
段
階
で
、
武
家
方
は
最
大
の
災
害
を
い
つ
の
ど
の
よ
う
な
災
害
と
認
識
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
に
は
延
慶
三
（
一
三
一
〇
）
年
の
大
火
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
筆
者
）
。
　
　
十
一
月
六
日
、
自
安
養
院
失
火
、
焼
失
所
々
、
勝
長
寿
院
、
法
花
堂
、
神
宮
寺
、
　
　
浄
光
明
寺
、
多
宝
寺
、
理
智
光
院
、
椙
本
、
二
階
堂
、
大
門
、
荏
柄
社
、
其
外
　
　
堂
社
不
知
其
数
、
将
軍
御
所
、
最
勝
薗
寺
禅
閣
館
、
当
国
司
以
下
、
大
名
、
小
　
　
名
宿
館
等
大
略
焼
失
詑
、
前
代
未
聞
之
由
有
其
沙
汰
、
東
側
の
大
町
安
養
院
の
失
火
に
始
ま
っ
た
火
事
は
北
に
の
び
て
勝
長
寿
院
を
焼
き
、
大
蔵
の
法
花
堂
か
ら
雪
の
下
方
面
に
移
り
扇
谷
の
浄
光
明
寺
・
多
宝
寺
を
焼
い
た
。
ま
た
、
勝
長
寿
院
か
ら
北
に
の
び
た
炎
は
荏
柄
天
神
・
杉
本
寺
を
焼
い
て
二
階
堂
の
谷
に
入
り
理
智
光
院
な
ど
を
焼
い
た
。
そ
の
た
め
、
炎
の
進
路
に
あ
っ
た
将
軍
御
所
や
得
宗
館
も
焼
か
れ
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
J
R
横
須
賀
線
の
北
側
一
帯
が
焼
け
た
こ
と
に
な
り
、
文
字
通
り
大
火
災
だ
っ
た
。
「
前
代
未
聞
」
の
表
現
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
次
に
時
間
を
巻
き
戻
す
こ
と
に
し
て
、
十
三
世
紀
末
の
正
応
三
（
一
二
九
〇
）
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
か
ら
嘉
元
二
（
一
三
〇
四
）
年
の
間
に
最
終
的
に
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
吾
妻
鏡
』
の
場
合
、
過
去
の
災
害
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
記
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
し
た
内
容
か
ら
み
る
と
、
引
用
史
料
に
傍
線
で
示
し
た
①
「
四
十
年
来
未
有
如
此
」
と
い
っ
た
過
去
の
あ
る
時
期
を
基
点
に
し
て
の
評
価
、
②
「
前
代
未
聞
之
由
有
其
沙
汰
」
と
い
っ
た
そ
の
時
の
時
点
で
の
評
価
が
、
ど
の
よ
う
な
事
態
を
み
て
表
現
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
①
と
類
似
の
例
を
み
る
と
、
開
幕
以
来
最
大
の
被
害
は
「
右
大
将
家
以
来
、
未
有
此
例
云
々
」
と
い
う
表
現
で
み
え
、
承
久
元
（
二
二
九
）
年
九
月
二
十
二
日
の
「
鎌
倉
中
焼
亡
」
の
火
事
に
際
し
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
火
事
は
、
北
は
永
福
寺
か
ら
南
は
浜
の
庫
倉
、
東
は
名
越
の
山
ぎ
わ
か
ら
西
は
若
宮
大
路
ま
で
焼
失
し
、
政
子
亭
な
ど
が
わ
ず
か
に
残
る
大
火
事
だ
っ
た
（
『
鏡
』
）
。
若
宮
大
路
の
東
側
か
ら
山
沿
い
ま
で
南
北
に
焼
い
た
の
で
あ
る
。
②
の
事
例
で
は
、
「
近
年
無
比
類
云
々
」
と
記
す
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、
安
貞
元
（
一
二
二
七
）
年
三
月
七
日
の
大
地
震
で
は
屋
敷
の
門
扉
や
築
地
を
破
壊
し
地
割
を
と
も
な
っ
て
い
た
が
、
地
割
現
象
は
過
去
に
建
暦
三
（
一
二
］
三
）
年
の
和
田
合
戦
の
際
の
地
震
で
中
下
馬
橋
で
地
割
が
発
生
し
た
こ
と
を
古
老
が
証
言
し
た
と
記
し
、
こ
の
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
（
『
鏡
』
）
。
同
様
に
古
老
を
介
し
て
災
害
の
記
憶
が
呼
び
起
こ
さ
れ
記
さ
れ
た
例
と
し
て
、
寛
喜
二
（
一
二
三
〇
）
年
八
月
六
日
の
洪
水
が
あ
り
、
川
辺
の
住
宅
が
流
失
し
溺
死
者
が
多
く
出
た
こ
と
に
対
し
て
、
古
老
が
「
未
見
此
例
」
と
い
っ
た
と
い
い
、
寛
元
二
（
一
二
四
四
）
年
十
一
月
三
日
の
大
洪
水
で
は
道
路
が
水
没
し
て
家
屋
が
流
失
し
た
こ
と
か
ら
「
近
年
無
比
類
」
と
す
る
感
慨
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
建
長
六
（
一
二
五
四
）
年
七
月
一
日
の
暴
風
雨
で
は
人
や
建
物
が
倒
さ
れ
穀
物
の
損
害
が
大
き
か
っ
た
が
、
そ
の
際
の
古
老
の
証
言
と
し
て
「
廿
年
以
来
、
無
如
此
大
風
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
以
上
『
鏡
」
）
。
現
実
の
被
害
の
状
況
を
語
る
場
合
に
、
被
害
の
質
を
語
る
者
は
古
老
で
あ
り
過
去
の
災
害
と
比
較
し
て
語
ら
れ
た
。
時
間
の
経
過
は
二
〇
年
、
四
〇
年
と
い
う
幅
で
あ
り
、
蔵
持
重
裕
氏
は
、
村
落
の
古
老
が
、
そ
の
土
地
の
根
本
住
人
で
六
十
歳
以
上
の
高
齢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
者
で
、
三
世
代
相
当
を
生
き
抜
い
た
経
験
豊
富
な
存
在
と
指
摘
さ
れ
た
。
鎌
倉
の
古
老
も
二
十
年
来
の
過
去
を
振
り
返
っ
て
い
る
点
か
ら
み
て
こ
れ
と
共
通
す
る
事
象
で
あ
ろ
う
。
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つ
ぎ
に
、
災
害
が
起
こ
る
と
鎌
倉
で
は
ど
の
よ
う
な
事
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
か
、
『
吾
妻
鏡
』
を
素
材
に
み
て
み
よ
う
。
台
風
・
洪
水
の
場
合
、
家
屋
の
倒
壊
・
流
失
、
田
畠
の
流
失
、
橋
梁
の
落
下
や
道
路
の
水
没
、
山
崩
れ
が
発
生
し
た
。
家
屋
倒
壊
の
場
合
、
「
鎌
倉
中
舎
屋
、
大
略
顛
倒
」
（
『
鏡
』
建
保
五
年
九
月
四
日
条
）
、
「
仏
閣
人
家
、
多
以
顛
倒
破
損
」
（
『
鏡
』
宝
治
元
年
九
月
一
日
条
）
、
「
人
屋
、
多
以
破
損
」
（
『
鏡
」
文
応
元
年
八
月
五
日
条
）
、
「
民
屋
、
大
略
無
全
所
」
（
『
鏡
』
弘
長
三
年
八
月
十
四
日
条
）
と
い
っ
た
表
現
に
で
あ
う
。
台
風
な
ど
に
み
ま
わ
れ
る
と
、
鎌
倉
市
中
の
住
屋
の
か
な
り
が
損
・
倒
壊
し
、
ま
も
な
く
し
て
復
興
す
る
と
い
う
事
態
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
承
久
二
（
一
二
二
〇
）
年
七
月
晦
日
の
大
風
雨
で
は
「
鎌
倉
中
人
家
、
或
為
風
顛
倒
、
或
依
水
流
失
、
河
溝
辺
卜
居
之
輩
多
死
亡
」
と
記
さ
れ
て
お
り
（
『
鏡
』
）
、
家
屋
は
倒
壊
し
流
失
し
た
が
、
そ
の
原
因
は
住
宅
が
川
の
ほ
と
り
ま
で
迫
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
た
。
鎌
倉
の
中
を
流
れ
る
川
や
溝
が
被
害
の
拡
大
と
関
係
し
て
お
り
、
同
様
の
以
下
の
事
例
か
ら
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
げ
て
お
く
。
　
　
「
凡
此
間
洪
水
、
河
潟
辺
人
家
為
水
底
云
々
」
（
『
鏡
』
建
暦
二
年
五
月
二
十
七
日
）
　
　
「
疾
風
暴
雨
洪
水
、
河
辺
人
屋
大
底
流
失
、
山
崩
、
人
多
為
磐
石
被
圧
死
」
　
　
（
『
鏡
』
文
応
元
年
六
月
一
日
）
川
縁
に
住
居
が
増
加
し
て
い
っ
た
結
果
、
流
失
家
屋
が
多
く
な
り
、
山
崩
れ
に
よ
る
落
石
で
圧
死
者
も
多
く
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
鎌
倉
の
場
合
、
川
と
い
う
と
滑
川
が
　
　
　
　
（
2
6
）
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ば
か
り
を
指
す
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
山
際
の
崩
落
は
、
文
永
二
（
一
二
六
五
）
年
六
月
十
日
の
水
害
で
は
「
亀
谷
井
泉
谷
所
々
山
崩
、
人
馬
多
土
石
被
圧
死
、
其
中
、
自
土
中
被
掘
出
者
一
両
輩
僅
存
命
」
と
み
え
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
西
、
寿
福
寺
・
浄
光
明
寺
の
谷
一
帯
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
多
く
の
被
災
者
を
だ
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
康
元
元
（
一
二
五
六
）
年
八
月
六
日
の
台
風
で
は
「
河
溝
洪
水
、
山
岳
大
頽
殴
、
男
女
多
云
々
横
死
云
々
」
と
み
え
（
以
上
『
鏡
』
）
。
山
崩
れ
に
よ
る
生
き
埋
め
と
い
っ
た
事
態
は
、
先
述
の
『
後
愚
昧
記
』
で
の
飯
島
の
在
家
三
百
余
宇
の
流
失
も
参
照
す
る
と
、
洪
水
が
あ
る
と
か
な
り
の
頻
度
で
発
生
し
た
と
み
ら
れ
る
。
　
山
崩
れ
は
地
震
で
も
お
こ
っ
た
。
建
保
元
（
一
二
一
三
）
年
五
月
二
十
一
日
の
場
合
、
山
の
崩
壊
を
「
山
崩
地
裂
、
於
此
境
近
代
無
如
此
大
動
云
々
」
と
記
し
、
正
嘉
元
（
一
二
五
七
）
年
八
月
二
十
三
日
の
場
合
は
「
山
岳
頽
崩
、
人
屋
顛
倒
、
築
地
皆
悉
破
損
、
所
々
地
裂
、
水
涌
出
、
中
下
馬
橋
辺
地
裂
破
、
自
其
中
火
炎
燃
出
、
色
青
云
々
」
と
記
録
し
て
い
る
（
以
上
『
鏡
』
）
。
震
音
・
地
割
れ
・
湧
水
現
象
の
発
生
を
記
し
て
お
り
、
水
の
沸
き
出
し
は
崖
崩
れ
と
密
接
な
連
関
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。　
以
上
の
事
象
を
み
る
と
、
鎌
倉
で
は
地
震
・
洪
水
の
た
び
に
か
な
り
の
頻
度
で
山
崩
れ
が
発
生
し
、
洪
水
に
よ
る
家
屋
の
流
出
も
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鎌
倉
を
発
掘
す
る
と
幾
重
に
も
加
え
ら
れ
た
地
業
面
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
工
事
の
材
料
と
な
っ
た
土
丹
は
工
事
用
に
採
取
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
災
害
に
よ
る
山
の
崩
壊
で
生
じ
た
土
砂
を
処
理
し
た
も
の
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
②
火
災
よ
り
み
た
鎌
倉
の
町
　
つ
ぎ
に
火
災
を
み
て
み
よ
う
。
鎌
倉
の
火
災
は
、
盛
本
昌
広
氏
の
よ
う
に
深
夜
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
失
火
を
原
因
と
す
る
も
の
が
多
い
と
火
災
の
原
因
を
さ
ぐ
る
研
究
も
あ
る
が
、
鎌
倉
の
都
市
と
し
て
の
発
展
と
そ
れ
へ
の
対
応
を
知
る
例
も
多
い
。
承
久
二
（
一
二
二
〇
）
年
十
二
月
四
日
の
二
階
堂
行
盛
邸
な
ど
が
焼
亡
し
た
と
き
は
、
「
去
今
年
鎌
倉
中
火
事
無
絶
、
纏
難
有
遅
速
、
遂
無
免
所
、
匪
直
也
事
欺
」
と
あ
る
。
火
事
が
絶
え
ま
な
く
発
生
し
、
幕
府
首
脳
に
た
だ
な
ら
ぬ
事
態
と
印
象
づ
け
た
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
承
久
元
年
九
月
二
十
二
日
の
「
鎌
倉
中
焼
亡
」
と
さ
れ
た
火
事
は
「
右
大
将
家
以
来
、
未
有
此
例
云
々
」
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
あ
た
え
た
の
で
あ
る
。
　
火
事
に
よ
る
被
害
の
ダ
メ
ー
ジ
は
、
家
屋
の
損
失
以
外
の
要
素
も
大
き
か
っ
た
。
承
久
三
年
正
月
二
十
五
日
の
三
善
康
信
邸
の
火
災
で
は
重
書
や
裁
判
記
録
な
ど
を
焼
　
　
　
（
2
8
）
失
し
た
し
、
正
嘉
二
（
一
二
五
八
）
年
正
月
十
七
日
に
は
安
達
泰
盛
の
甘
縄
邸
の
失
火
が
原
因
で
寿
福
寺
が
焼
失
し
、
さ
ら
に
窟
堂
か
ら
鶴
岡
八
幡
宮
若
宮
の
別
当
坊
な
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ど
も
焼
失
し
た
火
事
で
は
、
儀
式
に
使
用
す
る
法
具
類
を
納
め
る
宝
蔵
が
焼
失
し
た
。
幕
府
の
記
録
や
重
宝
の
喪
失
は
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。
寛
喜
三
（
一
二
三
一
）
年
十
月
二
十
五
日
の
火
事
で
は
、
北
条
時
房
の
公
文
所
を
焼
い
て
六
浦
道
沿
い
に
東
に
炎
が
の
び
勝
長
寿
院
や
二
階
堂
永
福
寺
間
近
ま
で
焼
い
て
お
り
、
頼
朝
・
義
時
の
法
華
堂
も
本
尊
と
と
も
に
灰
儘
に
帰
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
火
事
を
記
録
し
た
人
物
は
「
凡
人
畜
焼
死
不
知
其
員
、
是
盗
人
放
火
之
由
、
有
其
聞
云
々
」
と
記
し
て
お
り
、
鶴
岡
の
近
傍
か
ら
二
階
堂
に
い
た
る
被
害
地
域
の
広
大
さ
と
と
も
に
、
北
条
氏
一
族
の
家
務
機
関
が
崩
壊
し
た
り
、
頼
朝
・
義
時
と
い
う
幕
府
草
創
の
人
物
の
堂
を
焼
く
失
態
は
、
こ
れ
ま
た
深
刻
な
事
態
で
あ
っ
た
ろ
う
（
以
上
、
『
鏡
』
）
。
火
災
の
記
事
に
人
畜
の
被
害
が
多
く
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
鎌
倉
が
密
集
し
た
町
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
火
事
の
原
因
に
盗
人
の
放
火
が
伝
え
ら
れ
る
の
は
町
の
治
安
と
住
人
等
の
風
聞
が
人
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
社
会
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
そ
こ
で
鎌
倉
の
火
災
が
『
吾
妻
鏡
』
で
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
記
述
さ
れ
て
い
る
か
を
分
類
す
る
と
、
大
枠
二
つ
の
形
態
が
あ
る
。
（
a
）
寛
喜
三
（
一
二
三
一
）
年
二
月
十
一
日
の
場
合
は
「
酉
刻
、
足
利
左
馬
頭
若
宮
大
路
馬
場
本
宿
所
失
火
焼
亡
、
放
火
歎
之
由
、
有
其
疑
云
々
」
と
記
さ
れ
、
時
刻
・
風
の
向
き
・
火
災
の
場
所
・
失
火
や
放
火
な
ど
の
原
因
が
詳
し
く
記
さ
れ
る
。
一
方
、
（
b
）
貞
永
元
（
一
二
三
二
）
年
二
月
十
四
日
の
場
合
は
「
甘
縄
辺
民
居
焼
亡
」
と
簡
単
に
記
す
だ
け
で
あ
る
。
（
a
）
の
よ
う
な
記
述
例
は
幕
府
施
設
や
御
家
人
屋
敷
そ
し
て
寺
社
な
ど
の
重
要
施
設
が
含
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
（
b
）
の
場
合
は
こ
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
、
罹
災
範
囲
か
ら
ず
れ
て
い
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
　
（
3
0
）
れ
る
。
火
災
記
事
は
、
①
幕
府
施
設
・
御
家
人
屋
敷
等
の
焼
失
を
中
心
と
す
る
も
の
、
②
「
町
」
や
特
定
地
域
の
焼
亡
を
記
載
す
る
も
の
に
わ
か
れ
る
の
で
あ
り
、
『
吾
妻
鏡
』
の
作
成
者
側
か
ら
の
火
災
へ
の
関
心
の
違
い
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
以
下
、
検
討
し
て
み
た
い
。
　
①
の
典
型
的
記
述
は
、
建
久
二
（
一
一
九
一
）
年
三
月
四
日
の
次
の
火
災
記
事
で
あ
る
（
『
鏡
」
）
。
　
　
南
風
烈
、
丑
剋
小
町
大
路
辺
失
火
、
江
馬
殿
・
相
模
守
・
村
上
判
官
代
．
比
企
　
　
右
衛
門
尉
・
同
藤
内
・
佐
々
木
三
郎
・
昌
寛
法
橋
・
新
田
四
郎
．
工
藤
小
次
郎
．
　
　
佐
貫
四
郎
已
下
人
屋
敷
十
宇
焼
亡
、
余
炎
如
飛
而
移
干
鶴
岡
馬
場
本
之
塔
婆
、
　
　
此
間
、
幕
府
同
災
、
則
又
若
宮
神
殿
廻
廊
経
所
等
、
悉
以
化
灰
儘
、
供
僧
宿
坊
　
　
等
少
々
同
不
遁
此
災
云
々
、
凡
邦
房
之
言
、
如
指
掌
歎
、
寅
剋
、
入
御
藤
九
郎
　
　
盛
長
甘
縄
宅
、
依
炎
上
事
也
、
御
家
人
屋
敷
・
寺
社
・
幕
府
施
設
の
被
災
状
況
と
そ
れ
に
よ
る
要
人
宅
の
被
災
状
況
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
事
で
重
要
な
点
は
、
承
元
四
（
一
二
一
〇
）
年
十
一
月
二
十
日
の
北
条
泰
時
の
小
町
邸
や
近
隣
の
御
家
人
の
屋
敷
が
焼
失
し
た
際
に
、
「
其
後
、
不
及
他
所
」
と
防
災
の
結
果
他
に
類
焼
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
承
久
二
（
一
二
二
〇
）
年
九
月
二
十
五
日
に
工
藤
八
郎
左
衛
門
尉
ら
の
住
宅
が
火
災
に
あ
っ
た
際
に
北
条
義
時
邸
は
焼
失
を
免
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
「
右
京
兆
希
有
免
余
炎
云
々
」
と
強
調
し
た
り
、
ま
た
、
嘉
禄
三
（
二
一
二
七
）
年
二
月
八
日
の
幕
府
東
西
の
人
家
や
泰
時
の
納
所
が
焼
失
し
た
際
に
も
、
御
所
や
泰
時
邸
な
ど
の
近
隣
に
も
お
よ
ん
だ
が
「
然
而
各
無
為
」
と
類
焼
を
免
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
弘
長
元
（
一
二
六
一
）
年
三
月
十
三
日
に
は
政
所
の
失
火
か
ら
公
文
所
・
問
注
所
が
炎
上
し
た
も
の
の
「
御
倉
等
者
免
災
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
仁
治
元
（
一
二
四
〇
）
年
二
月
六
日
の
政
所
と
御
倉
の
焼
失
に
際
し
て
も
「
余
焔
不
及
他
所
、
失
火
之
由
難
申
之
、
有
放
火
之
疑
云
々
」
と
い
う
感
想
記
事
が
付
さ
れ
て
お
り
、
失
火
か
放
火
か
、
幕
府
内
部
で
論
義
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
以
上
『
鏡
」
）
。
ま
た
、
焼
失
し
た
場
が
、
義
時
邸
・
泰
時
邸
・
政
所
・
御
倉
と
要
所
で
あ
っ
た
た
め
か
、
災
い
を
免
れ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
以
上
『
鏡
』
）
。
　
こ
の
よ
う
な
現
象
は
そ
の
後
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
、
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
の
弘
安
三
（
一
二
八
〇
）
年
条
に
は
以
下
の
よ
う
に
み
え
る
。
　
　
今
年
ユ
安
十
月
廿
八
日
、
丑
刻
、
右
大
将
井
義
時
・
時
房
朝
臣
法
花
堂
、
荏
柄
　
　
社
井
尼
寺
、
二
階
堂
相
州
館
已
下
焼
失
、
火
本
中
下
馬
橋
中
条
判
官
宿
所
云
々
、
　
　
十
一
月
十
二
日
、
戌
時
、
又
焼
失
、
自
柳
厨
子
至
博
労
座
、
同
十
四
日
、
亥
刻
、
288
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鶴
岡
八
幡
宮
上
下
焼
失
、
火
本
大
学
厨
子
、
三
ヶ
度
炎
上
、
大
略
無
所
残
、
将
　
　
軍
御
所
脱
此
災
、
法
華
堂
や
荏
柄
天
神
社
な
ど
を
焼
い
た
火
事
の
火
元
が
特
定
さ
れ
、
鎌
倉
の
枢
要
を
焼
く
大
火
が
冬
に
三
回
も
お
き
な
が
ら
将
軍
御
所
が
災
禍
か
ら
免
れ
た
こ
と
が
特
筆
　
　
　
　
（
3
1
）
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
元
徳
二
（
二
壬
二
〇
）
年
二
月
七
日
の
火
災
は
、
以
下
の
よ
う
に
み
え
る
。
　
　
将
軍
御
所
失
火
、
舶
醐
縮
納
紗
禰
辱
余
焔
不
及
他
所
、
将
軍
御
所
が
失
火
に
よ
り
災
厄
を
こ
う
む
る
も
の
の
「
余
焔
不
及
他
所
」
と
、
延
焼
が
防
止
さ
れ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
記
と
類
似
す
る
記
載
は
、
『
吾
妻
鏡
』
で
は
、
弘
長
三
（
一
二
六
三
）
年
十
一
月
二
十
二
日
条
に
は
「
小
町
焼
亡
、
南
風
頻
吹
、
其
姻
掩
御
所
、
伍
御
車
二
両
引
立
南
庭
、
儲
御
出
之
儀
、
愛
至
前
武
州
亭
前
、
火
止
」
と
み
え
る
（
『
鏡
」
）
。
時
頼
死
去
の
日
の
こ
と
だ
が
、
将
軍
宗
尊
親
王
は
災
難
を
よ
け
て
移
座
し
、
「
火
止
」
と
火
災
の
停
止
が
人
為
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ
り
、
延
焼
防
止
の
背
景
に
は
風
向
き
が
違
っ
た
な
ど
の
幸
運
で
は
な
く
、
積
極
的
な
防
止
策
が
取
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
　
こ
れ
に
つ
き
、
九
条
兼
実
は
、
文
治
四
（
一
一
八
八
）
年
九
月
十
九
日
、
興
福
寺
南
円
堂
が
大
風
の
た
め
に
転
倒
し
た
際
、
土
用
の
忌
み
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
陰
陽
頭
賀
茂
在
憲
に
尋
ね
問
う
た
と
こ
ろ
、
在
憲
は
「
如
近
辺
有
炎
上
之
時
、
難
当
禁
方
、
為
免
余
炎
、
破
脚
其
方
舎
屋
、
火
消
修
復
也
」
と
答
え
た
と
記
し
て
い
る
（
『
玉
葉
』
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
こ
の
事
例
は
笹
本
正
治
氏
の
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
火
災
に
際
し
近
隣
の
屋
舎
を
破
壊
し
て
難
を
避
け
る
こ
と
は
、
悪
方
で
あ
っ
て
も
許
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
吉
凶
を
つ
か
さ
ど
る
陰
陽
師
自
身
、
例
外
的
ケ
ー
ス
を
認
可
し
て
い
た
。
鎌
倉
で
も
こ
の
よ
う
な
策
は
と
ら
れ
て
お
り
、
嘉
禎
元
（
一
二
三
五
）
年
九
月
一
日
の
頼
朝
法
華
堂
の
前
の
湯
屋
か
ら
失
火
し
た
際
、
法
花
堂
へ
の
延
焼
を
く
い
と
め
よ
う
と
、
諏
訪
盛
重
が
住
人
の
屋
敷
一
〇
宇
ば
か
り
を
破
壊
し
て
火
の
勢
い
を
止
め
て
い
る
。
盛
重
は
得
宗
被
官
の
代
表
的
人
物
で
後
に
は
内
管
領
に
も
つ
く
人
物
。
得
宗
被
官
ら
が
延
焼
防
止
に
屋
敷
を
破
壊
し
て
防
火
帯
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
承
久
二
（
一
二
二
〇
）
年
二
月
二
十
六
日
の
大
町
で
の
火
災
が
「
於
武
州
亭
前
火
止
詑
」
と
泰
時
邸
の
前
で
延
焼
が
止
ま
っ
た
と
み
え
る
の
も
、
家
屋
破
壊
な
ど
を
と
も
な
う
防
火
策
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
（
以
上
『
鏡
』
）
。
さ
ら
に
具
体
的
に
は
、
鎌
倉
末
期
の
嘉
暦
・
元
徳
年
間
、
安
達
時
顕
邸
の
南
側
の
稲
垣
左
衛
門
入
道
宅
か
ら
出
火
し
た
際
、
金
沢
貞
顕
は
「
北
者
城
入
道
宿
所
を
立
ら
れ
候
は
む
と
て
、
人
を
悉
被
立
候
程
に
、
そ
の
あ
き
に
と
～
ま
り
候
ぬ
」
と
記
し
て
い
る
（
金
文
四
四
六
）
。
北
側
に
時
顕
邸
が
立
地
し
て
い
る
の
で
、
安
達
時
顕
は
自
宅
を
退
去
し
て
、
家
人
な
ど
を
た
た
せ
て
空
い
た
と
こ
ろ
を
警
護
さ
せ
て
火
災
を
止
め
た
と
み
ら
れ
る
。
重
要
施
設
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
る
事
態
が
発
生
す
る
と
、
周
辺
で
は
家
屋
を
破
壊
し
て
の
延
焼
防
止
や
要
人
の
家
か
ら
の
退
去
と
家
人
に
よ
る
監
視
が
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
秋
山
哲
雄
氏
は
得
宗
邸
を
囲
む
よ
う
に
被
官
屋
敷
が
存
在
し
て
お
り
、
被
官
宅
を
得
宗
邸
の
郭
内
に
と
り
こ
む
閉
鎖
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
な
館
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
形
態
が
火
災
を
防
ぐ
機
能
と
も
連
関
し
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
意
味
で
の
消
火
は
、
資
料
表
現
で
「
以
南
」
な
ど
と
区
域
が
指
定
さ
れ
た
火
災
の
場
合
で
も
同
様
な
行
為
が
行
わ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
承
元
四
（
一
二
一
〇
）
年
二
月
二
十
九
日
の
和
田
義
盛
邸
近
隣
の
火
災
は
「
和
田
左
衛
門
尉
宅
以
南
焼
亡
、
南
風
烈
、
片
時
人
屋
敷
十
宇
焼
失
云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
南
か
ら
強
い
浜
風
が
吹
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
火
は
「
和
田
左
衛
門
尉
宅
以
南
焼
亡
」
と
義
盛
邸
の
南
側
で
止
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
閏
正
月
七
日
の
北
条
時
房
邸
近
隣
の
火
災
で
は
、
「
武
州
亭
以
南
人
屋
三
十
余
宇
為
灰
儘
」
と
み
え
る
（
以
上
『
鏡
』
）
。
西
暦
で
み
る
と
前
者
が
二
月
二
十
四
日
、
後
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
は
二
月
二
十
一
日
で
、
後
者
も
南
風
と
み
ら
れ
る
。
浜
風
に
の
っ
て
伸
び
る
炎
は
、
北
条
氏
や
和
田
氏
の
一
族
・
被
官
に
よ
り
人
力
で
防
が
れ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
　
一
方
、
道
な
ど
が
防
火
帯
の
機
能
を
果
た
し
た
面
も
あ
り
、
五
味
氏
指
摘
の
よ
う
に
若
宮
大
路
が
そ
の
機
能
を
は
た
し
て
い
た
。
承
久
元
（
一
二
一
九
）
年
九
月
二
十
二
日
の
大
火
で
は
、
火
元
の
阿
野
四
郎
の
浜
の
住
宅
か
ら
出
火
し
て
南
風
に
あ
お
ら
れ
「
上
延
永
福
寺
惣
門
、
下
至
浜
庫
倉
前
、
東
及
名
越
山
之
際
、
西
限
若
宮
大
路
」
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を
焼
い
た
。
東
は
名
越
の
山
際
ま
で
類
焼
し
た
の
に
、
西
は
若
宮
大
路
と
の
み
記
さ
れ
る
。
同
様
の
例
は
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
二
月
十
日
に
も
み
え
、
延
焼
範
囲
は
「
東
若
宮
大
路
、
南
由
比
浜
、
北
中
下
馬
橋
、
西
佐
々
目
谷
」
と
み
え
、
東
は
若
宮
大
路
で
止
ま
っ
て
い
る
。
寛
喜
元
（
一
二
二
九
）
年
九
月
三
十
日
の
火
災
で
も
「
若
宮
大
路
西
頬
下
馬
橋
以
北
焼
亡
」
と
み
え
、
若
宮
大
路
の
西
部
地
域
が
集
中
し
て
焼
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
若
宮
大
路
の
下
下
馬
橋
周
辺
は
、
建
長
五
年
十
二
月
八
日
の
火
災
の
際
、
「
限
前
浜
民
屋
、
其
中
間
人
家
悉
以
災
」
と
見
え
て
お
り
、
民
屋
が
密
集
し
て
被
害
を
大
き
く
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
若
宮
大
路
を
火
炎
が
越
え
る
事
態
は
、
承
元
四
（
一
二
一
〇
）
年
二
月
一
日
の
火
災
で
「
町
口
民
屋
焼
亡
、
余
炎
出
若
宮
大
路
、
中
條
右
衛
門
尉
家
以
下
災
云
々
」
と
み
え
る
（
以
上
『
鏡
』
）
。
こ
の
場
合
、
町
か
ら
の
余
炎
が
若
宮
大
路
を
吹
き
こ
し
た
の
で
あ
り
、
若
宮
大
路
が
防
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
災
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。
往
時
の
若
宮
大
路
の
幅
は
発
掘
に
よ
れ
ば
三
三
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
、
土
手
・
溝
で
屋
敷
と
区
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
（3
6
）
と
、
炎
が
若
宮
大
路
を
吹
き
越
す
事
態
は
多
く
は
な
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
、
防
火
施
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
設
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
一
方
、
火
災
後
の
処
置
を
み
る
と
、
貞
応
元
（
一
二
二
二
）
年
九
月
二
十
二
日
に
北
条
義
時
邸
が
放
火
さ
れ
た
際
に
工
藤
右
馬
允
の
郎
従
が
放
火
犯
を
発
見
し
て
撲
殺
し
た
た
め
恩
賞
と
し
て
剣
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
し
、
安
貞
二
（
一
二
二
八
）
年
七
月
十
六
日
の
火
災
で
は
北
条
泰
時
が
巡
検
し
て
い
る
（
以
上
『
鏡
』
）
。
ま
た
、
鎌
倉
末
期
、
高
時
邸
近
在
の
火
災
で
長
崎
高
資
ら
の
邸
宅
が
炎
上
し
た
際
は
「
焼
訪
」
と
し
て
被
災
へ
の
援
助
が
与
え
ら
れ
て
い
る
し
（
金
文
四
五
六
）
、
金
沢
貞
顕
書
状
に
は
「
あ
ま
な
ハ
の
や
け
て
候
程
二
、
と
き
ハ
へ
う
つ
り
」
と
み
え
、
あ
る
女
性
は
近
親
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
を
頼
っ
て
仮
寓
し
た
こ
と
が
み
え
る
（
『
神
」
六
二
三
）
。
要
人
の
現
地
検
分
が
行
わ
れ
る
一
方
、
同
一
階
層
の
人
々
を
中
心
に
横
断
的
な
訪
い
行
為
や
転
居
が
互
助
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
よ
う
。
　
も
う
一
つ
の
火
災
は
、
あ
る
区
域
が
ま
と
ま
っ
て
焼
失
す
る
場
合
で
、
事
例
の
一
つ
は
寛
喜
三
（
一
二
三
一
）
年
正
月
二
十
五
日
の
火
事
で
以
下
の
よ
う
に
み
え
る
（『鏡
』
）
。
　
　
未
刻
名
越
辺
失
火
、
越
後
四
郎
時
幸
・
町
野
加
賀
守
康
俊
宿
所
等
災
、
同
時
甘
　
　
縄
辺
人
家
五
十
余
宇
焼
失
、
放
火
云
々
名
越
付
近
か
ら
出
火
し
た
火
事
で
御
家
人
等
が
被
災
す
る
一
方
、
甘
縄
付
近
の
火
事
で
人
家
五
〇
宇
ば
か
り
を
焼
い
た
あ
る
が
、
後
者
に
は
御
家
人
ら
の
被
災
者
の
名
は
み
え
な
い
。
後
者
の
類
例
を
『
吾
妻
鏡
』
に
み
る
と
、
「
浜
辺
焼
亡
、
人
屋
三
十
余
家
災
」
（
正
治
元
年
五
月
二
十
二
日
）
、
「
由
比
浜
人
屋
等
焼
失
」
（
建
保
二
年
正
月
一
日
）
、
「
窟
堂
辺
民
居
数
十
宇
災
」
（
承
久
二
年
三
月
九
日
）
等
の
よ
う
に
人
家
・
人
屋
・
民
居
と
記
す
例
が
あ
る
。
民
屋
は
、
伊
豆
前
司
の
所
従
百
姓
ら
が
は
か
り
ご
と
を
し
た
場
が
コ
80
浜
辺
於
民
屋
」
と
あ
り
（
安
貞
元
年
三
月
九
日
）
、
一
般
住
人
の
居
住
区
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
焼
亡
し
た
例
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
さ
ら
に
、
類
焼
域
が
広
範
囲
に
わ
た
る
場
合
は
、
被
災
地
域
を
距
離
や
面
積
で
記
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
安
貞
二
（
一
二
二
八
）
年
七
月
十
六
日
の
火
災
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
（
『
鏡
』
）
。
　
　
南
風
烈
、
自
松
童
社
之
傍
、
失
火
出
来
、
東
西
四
町
之
内
人
家
化
儘
詑
、
竹
御
　
　
所
僅
相
隔
一
町
許
、
免
余
焔
云
々
、
武
州
被
参
云
々
、
大
町
の
松
童
社
界
隈
か
ら
出
火
し
た
火
災
で
「
東
西
四
町
之
内
人
家
」
が
焼
失
し
、
竹
御
所
は
火
災
か
ら
逃
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
先
の
名
越
と
甘
縄
の
違
い
と
同
様
に
、
大
町
は
鎌
倉
内
で
商
業
地
区
と
し
て
認
可
さ
れ
た
場
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
（
『
鏡
』
文
永
二
年
三
月
五
日
条
）
、
四
町
内
の
人
家
の
多
く
は
一
般
住
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
先
に
見
た
由
比
ヶ
浜
方
面
に
つ
い
て
は
、
建
仁
元
（
一
二
〇
一
）
年
三
月
十
日
の
地
震
後
に
発
生
し
た
火
災
に
つ
い
て
「
未
刻
若
宮
大
路
西
頬
類
焼
亡
、
懐
島
平
権
守
旧
跡
、
土
屋
二
郎
、
和
田
左
衛
門
尉
等
宅
以
南
至
由
井
人
屋
、
片
時
之
間
、
数
丁
災
」
と
み
え
、
若
宮
大
路
の
南
側
に
懐
島
・
土
屋
．
和
田
の
御
家
人
屋
地
が
あ
り
、
南
側
の
由
比
ヶ
浜
地
域
は
一
般
住
人
の
住
居
と
想
定
さ
れ
る
。
由
比
ヶ
浜
と
そ
の
北
部
地
域
の
様
相
は
、
安
貞
二
（
一
二
二
八
）
年
十
二
月
十
二
日
の
火
災
で
は
「
南
風
頻
吹
、
辰
刻
、
由
比
民
居
火
出
来
、
至
越
後
守
名
越
亭
後
山
之
際
、
南
北
二
十
町
災
、
及
午
刻
火
止
」
と
み
え
、
浜
か
ら
出
火
し
名
越
朝
時
邸
の
後
山
に
290
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い
た
る
南
北
二
〇
町
を
焼
い
た
と
あ
る
（
以
上
『
鏡
」
）
。
由
比
ヶ
浜
か
ら
材
木
座
・
大
町
と
い
っ
た
地
域
が
被
災
し
た
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
地
域
は
、
由
比
ヶ
浜
が
「
由
比
浦
」
（
『
鏡
」
元
暦
元
年
五
月
十
九
日
）
、
ま
た
「
由
比
浦
辺
漁
夫
」
（
『
鏡
』
建
久
五
年
五
月
二
日
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
鎌
倉
初
期
に
は
港
・
漁
村
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
弘
長
三
（
一
二
六
三
）
年
八
月
二
十
七
日
の
台
風
で
は
由
比
浦
の
船
舶
が
漂
没
し
死
者
も
多
数
に
の
ぼ
っ
た
り
、
仁
治
二
（
一
二
四
一
）
年
四
月
三
日
の
大
地
震
で
は
由
比
浦
の
大
鳥
居
内
の
拝
殿
が
高
潮
の
た
め
に
流
失
し
着
岸
船
十
余
艘
が
破
損
し
て
お
り
（
以
上
『
鏡
』
）
、
物
資
搬
入
の
港
で
商
人
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
職
人
の
居
住
区
、
ま
た
墓
所
の
所
在
区
域
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
地
域
の
大
火
は
、
建
長
六
（
一
二
五
四
）
年
正
月
十
日
に
も
あ
り
、
西
風
で
浜
か
ら
名
越
の
山
王
堂
に
い
た
る
人
家
数
百
宇
が
焼
け
死
者
が
数
十
人
発
生
し
、
将
軍
宗
尊
親
王
は
ケ
ガ
レ
に
よ
り
鶴
岡
へ
の
神
拝
を
延
期
し
て
い
る
。
山
王
堂
は
大
町
の
奥
に
あ
る
谷
で
後
ろ
の
山
を
隔
て
る
と
東
勝
寺
と
な
る
地
点
に
あ
り
、
日
蓮
宗
寺
院
妙
法
寺
な
ど
が
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
る
場
の
奥
の
地
に
あ
た
る
。
『
吾
妻
鏡
』
で
名
越
山
王
堂
が
み
え
る
箇
所
は
、
い
ず
れ
も
広
域
火
災
の
東
の
目
印
と
な
っ
て
お
り
、
谷
の
奥
ま
で
住
居
が
密
接
し
て
い
た
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
と
を
推
察
す
る
素
材
で
あ
ろ
う
。
　
広
域
火
災
の
被
災
範
囲
を
距
離
数
で
示
し
た
も
の
を
み
る
と
、
建
保
三
（
一
一
二
五
）
年
正
月
十
一
日
の
若
宮
辻
を
火
元
に
し
た
火
事
は
二
十
町
余
の
焼
失
、
承
久
二
（
一
二
二
〇
）
年
十
月
十
一
日
の
「
町
辺
焼
亡
」
が
南
北
二
町
余
、
寛
喜
三
（
一
二
三
一
）
年
正
月
十
六
日
の
米
町
あ
た
り
か
ら
発
生
し
た
火
事
は
横
町
六
町
余
と
あ
る
（
以
上
『
鏡
』
）
。
二
〇
町
は
ニ
キ
ロ
ほ
ど
で
、
J
R
鎌
倉
駅
か
ら
北
に
一
キ
ロ
が
鶴
岡
八
幡
宮
、
南
に
一
キ
ロ
が
由
比
ヶ
浜
、
東
に
一
キ
ロ
が
名
越
山
王
堂
、
西
に
一
キ
ロ
が
佐
々
目
で
あ
る
。
若
宮
大
路
の
東
側
の
中
下
馬
橋
以
南
は
中
世
段
階
の
住
居
が
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
ま
り
み
ら
れ
な
い
と
い
う
指
摘
の
あ
る
こ
と
を
み
る
と
、
二
〇
町
の
距
離
に
お
よ
ぶ
火
災
は
鎌
倉
の
平
野
部
の
大
方
を
焼
き
尽
く
し
た
火
災
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
　
そ
れ
で
は
、
鎌
倉
人
に
と
っ
て
鎌
倉
を
焼
き
尽
く
す
火
災
は
ど
の
程
度
の
規
模
と
認
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
「
大
焼
亡
」
と
す
る
例
を
み
る
と
、
『
吾
妻
鏡
』
で
は
文
応
元
（
一
二
六
〇
）
年
四
月
二
十
九
日
の
火
災
が
「
鎌
倉
中
大
焼
亡
、
自
長
楽
寺
前
、
至
亀
谷
人
屋
云
々
」
と
あ
る
（
『
鏡
」
）
。
長
楽
寺
は
佐
々
目
の
長
楽
寺
谷
に
あ
っ
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
た
寺
院
と
み
ら
れ
、
南
風
に
乗
っ
た
火
が
亀
谷
に
及
ん
で
お
り
鎌
倉
の
西
部
域
を
山
沿
い
に
南
北
に
一
キ
ロ
余
り
焼
い
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
永
仁
四
（
一
二
九
六
）
年
十
二
月
、
金
沢
称
名
寺
伝
来
の
銅
造
宝
薩
印
舎
利
塔
の
板
に
は
上
総
鋳
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
師
藤
原
秀
吉
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
『
神
」
一
二
〇
八
）
。
　
　
永
仁
四
年
十
二
月
十
一
日
、
鎌
倉
大
せ
ウ
マ
ウ
、
大
し
や
う
く
ん
タ
ウ
の
ハ
シ
　
　
ノ
モ
ト
ヨ
リ
イ
テ
キ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ケ
　
　
コ
マ
チ
．
ヲ
ウ
マ
チ
・
ナ
コ
エ
ノ
人
、
ミ
ナ
ヤ
ケ
テ
、
人
四
百
人
ハ
カ
リ
シ
ニ
　
　
ケ
リ
、
火
災
で
は
小
町
・
大
町
・
名
越
を
全
焼
し
四
〇
〇
人
余
り
が
焼
死
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
大
火
災
の
対
象
は
、
文
永
二
（
一
二
六
五
）
年
三
月
五
日
に
決
め
ら
れ
た
鎌
倉
の
商
業
地
区
の
大
町
・
小
町
・
穀
町
な
ど
を
主
た
る
地
域
と
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
　
　
（
4
7
）
で
あ
り
（
『
鏡
』
）
、
一
般
住
人
の
住
居
を
含
ん
で
被
害
が
甚
大
に
お
よ
ん
で
「
大
焼
亡
」
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
「
大
焼
亡
」
と
さ
れ
る
火
災
が
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
」
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
一
方
、
同
書
に
は
頼
朝
の
法
華
堂
や
勝
長
寿
院
・
寿
福
寺
な
ど
の
大
寺
社
や
将
軍
御
所
や
得
宗
邸
の
焼
失
記
事
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
鎌
倉
後
期
の
鎌
倉
人
に
は
災
害
の
被
害
程
度
を
認
識
す
る
場
合
、
①
大
寺
社
・
将
軍
・
北
条
邸
の
焼
亡
（
『
鎌
倉
年
代
記
』
）
、
②
市
中
の
大
規
模
な
焼
亡
（
『
吾
妻
鏡
』
等
）
を
対
象
と
す
る
二
層
の
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
　
①
の
ケ
ー
ス
を
徳
治
・
延
慶
年
間
こ
ろ
の
極
楽
寺
の
炎
上
に
例
を
と
る
と
、
六
波
羅
探
題
と
し
て
在
京
中
の
金
沢
貞
顕
は
「
法
滅
之
至
、
悲
歎
無
極
候
」
と
う
ち
の
め
さ
れ
（
『
神
』
一
六
三
二
）
、
金
沢
氏
親
族
ら
し
い
女
性
は
「
火
な
と
は
、
い
か
な
る
（寺
）
て
ら
も
つ
ね
の
事
に
て
候
へ
と
も
、
よ
の
つ
ね
な
ら
ぬ
や
う
に
き
こ
え
候
へ
は
、
心
　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
　
殿
）
う
く
お
ほ
え
て
候
、
や
つ
と
の
に
も
、
い
か
に
御
さ
ハ
き
候
つ
ら
ん
と
、
思
や
り
ま
い
ら
せ
て
こ
そ
候
し
か
」
と
慨
嘆
し
て
い
る
（
『
神
』
一
六
三
一
）
。
ま
た
、
同
時
期
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で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
同
じ
く
極
楽
寺
の
火
災
を
あ
る
律
僧
は
「
律
家
衰
微
時
剋
到
来
候
欺
」
と
危
機
感
に
さ
い
な
ま
れ
、
非
人
へ
の
湯
施
行
に
適
進
す
る
決
意
を
語
っ
て
い
る
（
『
神
」
一
六
三
三
）
。
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
の
記
述
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
背
景
に
は
、
極
楽
寺
の
炎
上
に
関
し
て
鎌
倉
大
仏
所
縁
の
妙
本
が
「
多
経
論
聖
教
尽
数
て
火
失
と
な
り
候
ぬ
る
事
、
天
下
の
勝
事
と
お
ほ
え
候
」
と
記
し
（
『
神
』
一
七
七
〇
）
、
日
朗
が
「
経
論
聖
教
も
皆
焼
失
、
お
も
ふ
は
か
り
も
な
く
存
候
」
と
記
し
た
よ
う
に
（
『
神
』
一
九
七
〇
）
、
寺
院
の
基
盤
と
な
る
経
典
・
聖
教
類
の
喪
失
が
寺
院
の
基
盤
を
喪
失
さ
せ
る
も
の
と
認
識
さ
せ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
人
的
．
物
的
損
失
以
上
に
寺
院
の
聖
教
の
損
失
は
凶
兆
と
し
て
忌
ま
れ
、
人
々
の
脳
裏
に
焼
き
つ
い
　
　
　
　
　
　
　
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
②
の
ケ
ー
ス
は
、
文
字
通
り
人
屋
を
焼
き
尽
く
し
死
者
多
数
に
お
よ
ぶ
災
害
で
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
日
記
な
ど
に
記
録
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
災
害
に
あ
っ
て
も
違
う
感
慨
が
伏
在
し
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
ろ
う
。
③
災
害
の
復
興
と
鎌
倉
住
人
　
災
害
は
、
鎌
倉
の
人
々
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
ら
せ
た
か
、
災
厄
の
除
去
と
復
興
に
注
意
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
場
合
、
注
意
す
べ
き
は
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
な
密
教
僧
や
陰
陽
師
な
ど
の
宗
教
者
の
存
在
で
あ
る
。
特
に
、
地
震
が
反
乱
な
ど
と
連
結
し
て
い
て
、
密
教
僧
や
陰
陽
師
が
祈
祠
に
関
与
す
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
北
条
時
頼
の
権
力
確
立
に
つ
な
が
っ
た
名
越
光
時
の
陰
謀
露
見
事
件
を
生
ん
だ
寛
元
四
（
一
二
四
六
）
年
の
事
態
を
み
て
み
た
い
。
閏
四
月
一
日
に
北
条
経
時
が
死
去
し
後
継
が
不
安
定
な
中
で
、
十
八
日
に
は
鎌
倉
内
で
武
士
が
甲
冑
を
つ
け
て
騒
ぐ
な
ど
不
穏
な
行
動
が
起
こ
っ
て
い
た
。
五
月
五
日
に
月
が
軒
猿
大
星
を
犯
す
の
が
観
測
さ
れ
た
後
、
七
日
に
地
震
が
発
生
す
る
と
、
十
四
日
に
密
教
僧
と
陰
陽
師
に
依
頼
し
て
天
変
と
月
蝕
の
祈
薦
が
行
わ
れ
た
。
結
果
、
月
蝕
は
発
生
し
な
か
っ
た
が
、
五
月
二
十
四
日
に
地
震
が
発
生
し
て
人
々
が
資
財
雑
具
を
運
び
隠
す
行
動
が
見
ら
れ
る
な
か
辻
々
が
固
め
ら
れ
て
い
る
渦
中
で
、
光
時
の
陰
謀
露
見
・
鎌
倉
追
放
事
件
が
お
き
て
い
る
（以
上
『
鏡
』
）
。
五
月
十
四
日
の
祈
薦
は
月
曜
供
・
月
曜
祭
で
行
わ
れ
た
が
、
「
月
曜
」
を
当
年
星
と
す
る
将
軍
藤
原
頼
嗣
を
護
持
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
地
震
は
兵
革
発
生
の
前
兆
と
さ
れ
祈
薦
が
行
わ
れ
る
な
か
実
際
に
地
震
が
再
発
生
し
事
件
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
　
鎌
倉
の
兵
乱
と
災
害
へ
の
対
応
に
は
、
こ
の
よ
う
に
密
教
僧
や
陰
陽
師
の
深
い
関
与
が
み
ら
れ
る
。
特
に
建
保
元
（
一
二
二
二
）
年
の
和
田
合
戦
の
際
に
地
震
と
天
変
へ
の
祈
薦
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
金
沢
正
大
氏
は
将
軍
実
朝
の
護
持
の
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
に
陰
陽
師
が
幅
広
く
活
動
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
関
東
陰
陽
道
が
成
立
し
た
と
し
、
速
水
侑
氏
は
和
田
合
戦
は
幕
府
首
脳
に
密
教
の
祈
薦
を
認
知
さ
せ
た
事
件
と
評
価
さ
　
　
　
（
5
1
）
れ
て
い
る
。
災
害
や
地
震
が
動
乱
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
そ
の
間
に
陰
陽
師
ら
が
行
動
す
る
点
で
、
名
越
光
時
の
謀
叛
発
覚
と
和
田
合
戦
は
類
似
し
た
現
象
と
い
え
る
。
地
震
と
兵
乱
へ
の
認
識
の
し
か
た
を
陰
陽
道
の
聖
典
で
み
る
と
、
長
禄
二
（
一
四
五
八
）
年
に
賀
茂
在
盛
が
将
軍
足
利
義
政
の
命
で
撰
述
し
た
『
吉
日
考
秘
伝
』
に
は
、
地
震
論
の
項
に
『
天
文
録
』
を
引
用
し
て
「
春
地
動
、
歳
不
昌
、
夏
人
主
有
喪
、
秋
兵
起
、
冬
人
主
有
喪
、
兵
乱
」
と
あ
り
、
地
震
は
要
人
の
死
去
や
合
戦
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
不
吉
な
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
観
念
は
仏
教
僧
に
も
共
通
す
る
も
の
で
、
著
名
な
こ
と
で
は
あ
る
が
日
蓮
は
「
正
嘉
・
文
永
の
大
地
震
、
大
長
星
を
見
て
勘
云
、
我
朝
に
二
の
大
難
あ
る
へ
し
」
と
、
地
震
と
彗
星
の
出
現
が
北
条
氏
一
族
内
の
反
乱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
と
蒙
古
の
侵
略
の
前
兆
と
し
た
。
一
方
、
仏
教
で
の
地
震
発
生
の
際
の
祈
祠
を
『
門
葉
記
』
に
み
る
と
、
観
応
元
（
＝
二
五
〇
）
年
七
月
三
十
日
に
は
院
御
所
で
七
仏
薬
師
法
が
、
康
安
元
（
一
三
六
一
）
年
八
月
十
三
日
に
内
裏
で
熾
成
光
法
が
修
さ
れ
た
　
　
　
（
5
4
）
と
み
え
る
。
名
越
光
時
事
件
で
み
る
よ
う
に
、
鎌
倉
で
も
同
様
の
事
態
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
点
は
陰
陽
師
ら
が
災
害
後
の
復
旧
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
事
例
は
、
建
仁
三
（
一
二
〇
三
）
年
十
二
月
三
日
、
鶴
岡
は
じ
め
鎌
倉
中
が
数
町
火
災
に
あ
っ
た
際
、
そ
の
復
興
の
地
曳
が
計
画
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
将
軍
源
頼
家
の
病
気
に
よ
り
不
吉
と
い
う
こ
と
と
と
な
っ
292
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た
と
い
う
記
事
で
あ
る
（
『
鏡
』
）
。
地
曳
に
は
陰
陽
師
の
関
与
が
想
定
さ
れ
る
が
、
『
吉
日
考
秘
伝
』
に
は
犯
土
造
作
・
壊
屋
吉
日
の
ほ
か
倉
な
ど
の
造
作
の
良
い
日
の
占
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。
陰
陽
師
や
密
教
僧
の
関
与
は
動
か
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
　
こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
、
地
震
災
害
と
復
興
の
道
筋
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
を
と
っ
た
か
、
永
仁
元
（
一
二
九
三
）
年
四
月
十
三
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
断
続
的
に
継
続
し
た
大
地
震
と
そ
の
渦
中
に
発
生
し
た
平
頼
綱
の
乱
を
み
て
み
た
い
。
地
震
の
規
模
は
、
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
に
「
山
頽
、
人
家
多
顛
倒
、
死
者
不
知
其
数
、
大
慈
寺
丈
六
堂
以
下
埋
没
、
寿
福
寺
顛
倒
、
巨
福
山
顛
倒
、
防
炎
上
、
所
々
顛
倒
不
違
称
計
、
死
人
二
万
三
千
廿
四
人
云
々
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
規
模
な
山
崩
れ
が
各
所
で
発
生
し
て
大
慈
寺
は
土
砂
に
の
み
こ
ま
れ
、
寿
福
寺
・
円
覚
寺
は
倒
壊
し
、
犠
牲
者
は
死
者
二
万
人
余
り
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
経
過
を
鎌
倉
に
住
し
た
醍
醐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
寺
僧
『
親
玄
僧
正
日
記
』
に
よ
っ
て
た
ど
っ
て
み
た
い
。
　
四
月
十
三
日
に
発
生
し
た
が
、
そ
の
被
害
状
況
を
親
玄
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
之
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舎
）
　
　
卯
時
大
地
震
、
先
代
未
曾
有
口
大
珍
事
、
自
治
承
以
降
無
其
例
云
々
、
堂
捨
人
　
　
詫
悉
顛
倒
、
上
下
死
去
之
輩
不
知
幾
千
人
、
同
時
建
長
寺
炎
上
、
道
隆
禅
師
御
　
　
（
宅
）
　
　
影
堂
之
外
不
残
一
宇
云
々
、
自
十
七
日
大
北
斗
法
可
被
始
行
之
由
、
今
日
、
頼
　
　
有
示
之
、
地
震
発
生
後
、
寺
社
や
町
屋
が
破
壊
さ
れ
死
者
が
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
か
る
。
十
七
日
か
ら
は
大
北
斗
法
の
勤
修
が
決
定
さ
れ
佐
々
目
居
住
の
僧
頼
有
に
指
示
が
く
だ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
十
一
日
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
、
親
玄
は
十
四
日
は
「
微
小
地
震
」
、
十
六
日
は
「
時
々
刻
々
地
震
、
無
間
断
」
、
十
七
日
は
「
午
半
刻
許
二
又
地
震
、
猶
超
過
了
」
、
十
八
日
は
「
地
震
時
々
」
と
断
続
的
に
小
さ
な
地
震
が
発
生
し
て
い
る
状
況
を
記
し
、
十
九
日
に
は
「
辰
時
小
地
震
、
酉
時
又
々
地
震
以
外
也
、
十
三
日
以
後
者
此
振
動
以
外
也
」
と
か
な
り
の
規
模
の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
特
記
し
、
二
十
日
は
「
入
夜
地
震
猶
以
外
也
」
と
同
様
な
事
態
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
記
し
た
の
ち
、
二
十
一
日
の
大
規
模
地
震
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
　
卯
時
又
地
震
、
十
三
日
以
後
今
日
振
動
者
打
任
、
可
称
大
振
動
口
日
中
時
行
之
、
　
　
即
又
退
出
了
、
今
日
後
夜
以
後
六
ヶ
度
振
動
云
々
、
巳
時
許
震
了
、
日
に
六
回
も
震
動
が
起
こ
る
大
地
震
で
あ
っ
た
。
以
後
は
二
十
九
日
に
「
地
震
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
大
地
震
は
二
十
一
日
に
き
わ
ま
り
終
息
し
た
と
み
る
こ
と
　
　
　
（
5
8
）
が
で
き
る
。
　
こ
の
大
地
震
へ
の
幕
府
の
対
応
は
、
十
三
日
に
大
北
斗
法
の
祈
薦
を
十
七
日
か
ら
開
始
す
る
こ
と
を
親
玄
に
示
す
と
と
も
に
、
十
四
日
に
は
愛
染
王
護
摩
が
「
依
此
珍
事
、
御
祈
被
始
行
之
」
と
地
震
を
お
さ
え
る
た
め
に
行
わ
れ
た
。
愛
染
王
法
は
調
伏
・
息
災
の
修
法
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
『
覚
禅
紗
』
の
愛
染
王
法
の
項
に
は
「
小
野
勧
請
集
云
、
天
変
井
所
望
云
々
」
と
あ
っ
て
古
く
か
ら
天
変
へ
の
祈
薦
と
し
て
重
視
さ
れ
た
こ
と
が
み
え
、
ま
た
、
北
斗
法
は
こ
の
法
の
院
か
ら
の
祈
薦
要
請
へ
の
請
文
に
「
可
勤
修
北
斗
之
秘
法
、
奉
祈
　
上
皇
之
玉
体
之
由
、
謹
承
候
了
、
天
変
錐
示
怪
異
、
人
君
若
致
敬
信
者
、
払
災
映
於
万
方
」
と
み
え
て
い
て
災
厄
か
ら
王
を
守
る
修
法
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
鎌
倉
で
も
同
様
な
事
態
が
う
か
が
え
、
『
吾
妻
鏡
』
に
よ
っ
て
愛
染
王
法
の
護
摩
が
行
わ
れ
た
事
例
を
み
る
と
、
貞
応
二
（
一
二
二
三
）
年
九
月
十
日
の
将
軍
家
に
よ
る
祈
薦
を
は
じ
め
と
し
て
天
変
を
対
象
に
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
岡
八
幡
宮
の
別
当
が
行
っ
た
も
の
が
多
い
。
こ
の
時
の
祈
薦
は
こ
う
し
た
先
例
を
敷
術
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
注
意
す
べ
き
点
は
、
修
法
の
場
を
親
玄
は
十
七
日
条
に
「
於
殿
中
大
北
斗
法
『
勤
修
云
々
』
」
と
記
し
て
お
り
、
得
宗
北
条
貞
時
邸
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
、
修
法
で
の
保
護
対
象
が
、
実
質
的
に
将
軍
か
ら
得
宗
に
転
じ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
大
地
震
の
翌
日
二
十
二
日
に
発
生
し
た
平
頼
綱
の
追
討
事
件
を
、
親
玄
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
　
　
「
初
」
　
　
　
　
　
「
騒
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
寄
」
　
　
寅
始
殿
中
以
外
注
動
、
可
被
打
平
禅
門
之
故
也
、
寅
刻
打
手
武
蔵
七
郎
等
押
○
　
　
懸
火
及
合
戦
、
合
戦
以
前
平
左
衛
門
尉
宗
綱
令
参
云
々
、
父
子
違
逆
之
上
者
、
　
　
不
可
蒙
御
不
審
之
由
種
々
申
之
間
、
安
東
新
左
衛
門
尉
重
綱
問
答
、
其
後
宇
津
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
円
）
　
　
　
　
（
助
宗
）
　
　
宮
入
道
預
了
、
呆
然
井
飯
沼
左
野
左
衛
門
入
道
於
一
所
自
害
之
由
風
聞
了
、
経
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（
町
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
放
）
　
　
師
谷
、
其
次
小
野
放
火
了
、
其
次
笠
井
屋
形
報
火
了
、
於
経
師
谷
家
中
死
去
之
　
　
輩
九
十
三
人
云
々
、
太
守
女
子
二
人
同
死
去
了
、
右
の
記
事
よ
り
、
頼
綱
邸
に
は
内
管
領
平
頼
綱
（
呆
円
）
と
子
息
宗
綱
．
助
宗
ら
が
い
た
が
、
宗
綱
は
投
降
し
、
材
木
座
に
近
い
経
師
ヶ
谷
、
得
宗
邸
の
南
側
に
あ
る
小
町
、
得
宗
邸
の
奥
に
あ
た
る
葛
西
あ
た
り
が
放
火
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
経
師
谷
で
は
「
家
中
九
十
三
人
」
が
死
去
し
た
と
い
っ
て
お
り
、
頼
綱
の
私
邸
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
態
を
仁
和
寺
付
近
の
僧
弁
秀
に
鎌
倉
在
住
の
僧
が
報
告
し
た
書
状
に
は
、
「
堂
舎
人
屋
一
宇
不
全
、
［
山
岡
谷
顛
倒
、
結
句
火
災
、
叛
逆
不
可
説
」
と
み
え
る
。
地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
、
谷
戸
で
の
崖
崩
れ
、
火
災
と
つ
づ
い
た
災
害
と
頼
綱
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
乱
が
連
続
し
た
事
態
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
態
を
、
峰
岸
純
夫
氏
は
、
大
地
震
の
発
生
に
不
安
を
覚
え
て
邸
宅
の
防
備
を
固
め
た
頼
綱
の
行
動
が
謀
叛
準
備
と
映
り
、
世
情
不
安
の
高
ま
り
の
中
で
偶
発
的
に
発
生
し
た
事
件
で
あ
っ
た
と
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
疑
問
も
残
る
。
　
疑
問
点
は
、
先
に
示
し
た
大
北
斗
法
が
当
初
は
七
日
目
の
二
十
四
日
に
結
願
の
予
定
だ
っ
た
の
が
短
縮
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二
十
二
日
条
に
、
親
玄
は
「
廿
四
　
　
　
　
　
　
　
　
「
衰
」
日
結
願
之
処
、
依
為
注
日
廿
二
日
結
願
了
、
一
日
ノ
中
八
座
行
之
了
」
と
記
し
て
お
り
、
貞
時
の
衰
日
が
二
十
四
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
七
日
間
で
終
了
す
る
も
の
が
五
日
間
で
終
了
す
る
よ
う
に
当
初
か
ら
短
縮
を
予
定
し
て
い
た
。
結
願
の
日
と
平
頼
綱
の
追
討
の
日
の
一
致
は
偶
然
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
関
連
し
て
、
七
月
二
十
四
日
条
に
は
「
大
地
震
以
後
、
今
日
満
百
日
云
々
」
と
地
震
後
一
〇
〇
日
が
経
過
し
た
こ
と
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
地
震
に
よ
っ
て
発
生
し
た
事
態
の
終
了
を
語
る
よ
う
な
言
葉
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
当
時
の
社
会
で
の
七
日
・
百
日
を
祈
薦
の
関
係
で
み
る
と
、
地
震
と
合
戦
等
の
凶
兆
は
関
連
づ
け
ら
れ
て
説
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
九
条
兼
実
は
元
暦
二
（
一
一
八
五
）
年
七
月
九
日
の
大
地
震
に
際
し
て
天
文
博
士
広
基
の
奏
文
に
「
大
喪
、
天
子
凶
、
七
日
動
、
百
日
内
大
兵
乱
、
上
旬
動
、
害
諸
大
臣
」
と
あ
る
と
記
し
て
い
る
（
『
玉
葉
』
）
。
先
述
し
た
『
吉
日
考
秘
伝
』
に
、
地
震
が
要
人
の
死
去
や
合
戦
の
予
兆
と
さ
れ
た
こ
と
と
共
通
す
る
。
百
日
の
節
目
を
鎌
倉
で
の
地
震
発
生
と
祈
禰
で
み
る
と
、
仁
治
二
（
一
二
四
一
）
年
正
月
十
四
日
、
戌
刻
に
地
震
が
発
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
生
す
る
と
夕
方
に
将
軍
家
祈
薦
を
「
百
日
天
曹
地
府
祭
」
で
は
じ
め
て
い
る
。
ま
た
、
承
久
の
乱
に
際
し
て
は
、
承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
五
月
二
十
六
日
に
「
百
日
天
曹
地
府
祭
」
が
「
世
上
無
為
祈
薦
」
と
し
て
開
始
さ
れ
て
お
り
、
祈
薦
の
目
的
は
「
非
仏
神
之
冥
助
者
、
難
撰
天
災
欺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
以
上
、
『
鏡
』
）
。
地
震
は
為
政
者
の
凶
兆
で
兵
乱
や
要
人
の
殺
害
に
結
果
す
る
と
さ
れ
、
陰
陽
道
の
祈
薦
で
は
百
日
の
祈
薦
が
世
上
無
為
と
結
び
つ
く
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
親
玄
が
日
記
に
百
日
満
了
を
記
し
た
の
は
、
大
地
震
に
よ
る
混
乱
が
回
復
し
た
こ
と
の
象
徴
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
て
考
え
る
と
、
平
頼
綱
の
追
討
は
兵
乱
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
事
態
の
な
か
で
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
北
斗
法
結
願
の
日
と
重
複
し
て
い
る
こ
と
は
内
乱
発
生
の
予
防
的
措
置
と
し
て
発
生
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
　
こ
う
し
た
宗
教
的
側
面
で
は
な
く
、
住
人
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に
復
興
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
資
料
は
乏
し
い
が
、
『
親
玄
僧
正
日
記
』
に
は
、
地
震
後
一
七
日
目
の
五
月
一
日
に
「
自
今
日
辻
固
等
退
散
云
々
」
と
み
え
、
幕
府
の
指
示
で
辻
の
警
固
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
地
震
発
生
後
、
辻
を
御
家
人
等
に
固
め
さ
せ
て
治
安
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
辻
の
警
固
は
、
『
吾
妻
鏡
』
寛
元
三
（
一
二
四
五
）
年
六
月
七
日
条
に
、
「
鎌
倉
中
民
居
、
毎
人
用
意
置
続
松
、
若
夜
討
殺
害
人
等
出
来
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
満
　
　
定
）
時
者
、
就
聲
面
々
取
松
明
、
可
奔
出
之
由
、
被
触
仰
干
保
々
、
清
左
衛
門
尉
．
万
年
（秀
　
　
幸
）
九
郎
兵
衛
尉
等
奉
行
之
云
々
」
と
み
え
、
網
野
善
彦
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
政
所
職
員
の
清
原
満
定
と
得
宗
被
官
万
年
秀
幸
が
治
安
維
持
を
担
う
地
奉
行
に
つ
き
鎌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）
倉
内
の
保
の
管
理
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
地
震
発
生
後
の
辻
固
の
末
端
は
地
奉
行
・
保
の
指
示
系
統
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
復
興
へ
の
関
与
も
予
想
さ
れ
る
。
寛
元
三
年
四
月
二
十
二
日
の
地
奉
行
後
藤
基
綱
へ
の
指
示
に
は
、
鎌
倉
中
の
保
奉
行
人
へ
の
指
示
内
容
と
し
て
、
「
不
作
道
事
」
、
「
差
出
宅
櫓
於
路
事
」
、
「
作
町
屋
漸
々
溝
上
事
」
と
い
っ
た
土
木
作
業
に
関
す
る
事
項
が
「
不
夜
行
事
」
と
い
う
夜
の
町
の
監
視
と
と
も
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
『
鏡
』
）
。
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最
後
に
残
る
問
題
は
災
害
の
際
の
民
衆
相
互
の
対
応
策
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
、
協
同
関
係
が
は
た
ら
く
範
囲
は
ど
の
範
囲
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
京
都
の
場
合
は
、
大
村
拓
生
氏
が
土
地
の
売
買
証
文
が
火
災
な
ど
で
紛
失
し
た
場
合
は
地
縁
に
さ
さ
え
ら
れ
た
在
地
人
の
紛
失
状
で
証
明
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
権
門
寺
院
所
領
内
の
屋
地
を
火
災
で
焼
失
し
た
場
合
は
祇
園
社
別
当
な
ど
の
保
証
に
よ
っ
て
土
地
を
確
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）
し
え
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
す
る
鎌
倉
の
資
料
は
無
い
に
等
し
い
が
、
火
災
等
に
際
し
て
の
保
証
機
能
の
一
端
は
、
弘
安
六
（
一
二
八
三
）
年
十
二
月
二
十
三
日
の
足
利
家
時
証
文
に
み
え
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
供
僧
ら
は
下
野
国
栗
谷
郷
の
足
利
氏
か
ら
の
寄
進
状
が
弘
安
三
年
の
大
火
で
焼
失
し
て
の
ち
に
供
料
の
調
進
を
求
め
た
際
に
以
下
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
（
『
神
』
九
六
五
）
。
　
　
件
御
寄
進
状
、
於
弊
坊
者
、
依
有
火
難
之
怖
畏
、
相
具
干
一
切
経
目
録
、
納
置
　
　
御
壇
所
之
処
、
当
社
回
禄
之
時
、
令
焼
失
筆
、
且
先
年
供
料
未
下
訴
訟
之
時
、
　
　
令
披
露
案
文
於
奉
行
所
、
任
件
案
文
、
如
元
被
成
下
之
、
欲
備
後
代
之
亀
鑑
云
々
、
正
文
が
火
災
で
焼
失
し
た
た
め
、
寄
進
主
で
あ
る
足
利
家
時
の
も
と
に
あ
る
案
文
で
の
保
証
を
求
め
て
い
る
。
供
僧
料
等
の
証
明
文
書
が
火
災
で
紛
失
し
た
場
合
は
、
寄
進
主
の
証
明
に
よ
っ
て
回
復
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
御
家
人
の
場
合
は
、
紛
失
状
の
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）
容
か
ら
み
て
幕
府
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
町
住
人
の
場
合
は
文
書
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
社
領
な
ど
の
縁
を
媒
介
に
し
た
結
合
が
あ
っ
て
住
居
な
ど
の
復
興
も
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
　
町
住
人
の
災
害
へ
の
地
縁
的
結
合
に
よ
る
対
応
は
、
南
北
朝
期
の
円
覚
寺
僧
智
真
の
「
夢
記
」
に
暦
応
元
（
一
三
三
八
）
年
の
北
畠
の
軍
勢
が
鎌
倉
へ
侵
入
し
た
際
の
こ
と
が
以
下
の
よ
う
に
み
え
る
（
「
智
真
夢
記
」
円
覚
寺
文
書
、
『
神
』
三
三
五
二
）
。
　
①
「
往
返
之
軍
勢
、
余
二
致
狼
籍
之
間
、
門
前
在
地
之
者
共
訴
訟
二
日
、
裏
築
地
　
　
ノ
路
ヲ
瓜
谷
ヨ
リ
山
越
ニ
ケ
ワ
イ
坂
へ
被
付
候
者
、
門
前
狼
籍
可
遁
之
由
申
間
、
　
　
任
彼
訴
訟
二
、
菜
園
ノ
山
ヲ
在
家
別
二
分
充
テ
、
可
作
路
之
由
、
在
家
二
相
触
　
　
テ
、
修
造
圭
照
監
寺
・
直
歳
嗣
広
監
寺
為
両
奉
行
ト
、
路
ノ
通
ヨ
リ
各
堀
崩
処
　
　
二
、
…
…
前
山
ヲ
ハ
何
事
二
切
崩
サ
レ
候
ヤ
ラ
ン
ト
」
　
②
コ
畏
築
地
ノ
菜
園
畠
ノ
山
不
可
有
堀
崩
、
」
　
③
「
堀
整
タ
ル
土
ヲ
如
元
填
之
畢
」
①
か
ら
、
軍
勢
の
狼
籍
排
除
の
た
め
、
円
覚
寺
門
前
の
「
在
地
之
者
共
」
が
家
並
み
の
裏
側
に
道
を
通
す
こ
と
を
申
請
し
た
た
め
、
菜
園
と
し
て
利
用
し
て
い
る
山
を
「
在
家
別
」
に
配
分
し
て
円
覚
寺
の
管
理
の
元
に
道
を
造
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
裏
山
が
菜
園
の
「
山
」
と
「
畠
」
の
区
分
が
不
明
瞭
な
部
分
も
あ
り
、
畠
は
掘
崩
さ
ず
、
崩
れ
た
場
所
は
元
の
よ
う
に
復
原
し
て
い
る
（
②
③
）
。
奉
行
に
な
っ
た
人
物
の
職
務
は
、
一
人
が
修
造
、
一
人
が
大
工
な
ど
を
管
轄
す
る
直
歳
と
み
え
て
お
り
、
寺
社
は
土
木
・
木
工
に
知
識
を
も
つ
僧
を
奉
行
人
に
決
め
、
寺
領
内
の
在
家
別
に
負
担
を
決
め
作
道
な
ど
の
工
事
を
行
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
現
場
で
対
応
す
る
「
在
地
之
者
共
」
は
、
地
震
・
火
災
で
家
を
失
っ
た
際
の
見
知
人
と
し
て
現
場
の
回
復
に
あ
た
っ
た
人
々
と
想
定
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
　
以
上
、
鎌
倉
で
の
災
害
の
様
相
を
鎌
倉
期
の
地
震
と
火
災
を
中
心
に
、
災
害
の
記
憶
の
さ
れ
か
た
、
町
で
の
被
災
状
況
、
鎌
倉
の
町
の
居
住
形
態
と
被
害
の
記
載
形
態
、
防
火
帯
と
し
て
の
道
、
復
興
に
か
か
わ
る
宗
教
者
、
さ
ら
に
町
住
人
の
復
興
へ
の
参
加
形
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
。
　
災
害
の
記
憶
は
、
鎌
倉
開
府
を
基
点
に
し
た
も
の
が
あ
る
一
方
、
「
近
年
無
比
類
」
や
「
廿
年
以
来
無
如
此
大
風
」
の
三
ロ
葉
か
ら
は
現
実
の
被
害
を
語
る
古
老
ら
の
存
在
が
想
起
さ
れ
、
彼
ら
は
鎌
倉
の
災
害
を
過
去
と
比
較
し
て
証
拠
立
て
て
語
る
記
録
の
基
盤
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
震
や
洪
水
な
ど
で
の
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
に
は
川
縁
へ
の
住
居
の
進
出
と
と
も
に
山
崩
れ
の
多
発
が
あ
る
。
こ
の
事
態
か
ら
み
る
と
、
鎌
倉
で
は
災
害
復
興
に
多
量
の
土
砂
の
処
理
問
題
が
随
伴
し
て
い
た
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
一
方
、
火
災
の
場
合
、
武
家
や
吏
僚
を
は
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じ
め
鎌
倉
の
住
人
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
が
、
そ
の
理
由
は
家
屋
な
ど
の
財
産
の
焼
失
と
と
も
に
寺
社
の
重
宝
類
の
焼
失
や
幕
府
記
録
の
焼
失
が
あ
っ
た
。
特
に
寺
社
の
焼
失
は
仏
法
の
衰
微
と
一
体
化
し
て
意
識
さ
れ
、
喪
失
感
を
住
人
等
に
広
げ
た
点
に
重
大
性
が
あ
っ
た
。
　
一
方
、
火
災
を
み
る
と
、
将
軍
や
北
条
氏
一
族
の
要
人
や
有
力
寺
社
の
門
前
で
火
災
が
止
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
目
に
つ
く
。
こ
れ
は
、
家
屋
破
壊
な
ど
の
延
焼
防
止
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
結
果
と
み
ら
れ
、
若
宮
大
路
が
そ
の
幅
の
広
さ
か
ら
防
火
帯
の
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
と
も
あ
わ
せ
指
摘
し
て
お
い
た
。
こ
の
た
あ
、
「
鎌
倉
中
大
焼
亡
」
と
い
う
事
態
は
、
鎌
倉
居
住
の
人
々
に
と
っ
て
は
意
識
に
段
差
が
あ
る
と
み
ら
れ
、
幕
府
要
人
等
は
主
要
人
物
の
住
居
や
寺
社
が
焼
け
た
場
合
に
強
く
意
識
す
る
の
に
対
し
、
職
人
ら
は
自
身
の
居
住
区
と
人
々
の
多
く
の
死
に
対
し
て
こ
れ
を
意
識
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
　
最
後
に
災
害
復
興
を
み
る
と
、
現
状
の
回
復
を
め
ぐ
っ
て
陰
陽
師
や
密
教
者
な
ど
の
宗
教
者
の
関
与
が
濃
厚
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
地
震
が
合
戦
な
ど
と
連
動
す
る
凶
兆
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
地
震
災
害
を
理
解
す
る
に
際
し
て
重
要
な
要
素
と
考
え
る
。
具
体
的
な
対
象
と
し
た
永
仁
元
（
一
二
九
三
）
年
四
月
の
大
地
震
の
渦
中
で
発
生
し
た
平
頼
綱
の
乱
を
み
る
と
、
宗
教
的
側
面
か
ら
は
愛
染
王
法
の
修
法
の
や
り
方
か
ら
見
て
偶
発
的
発
生
と
い
う
よ
り
凶
兆
の
除
去
と
し
て
機
能
し
た
側
面
が
あ
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
地
震
に
際
し
て
は
辻
固
あ
と
い
う
形
態
で
治
安
維
持
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
動
か
し
て
い
る
組
織
は
地
奉
行
・
保
の
組
織
と
想
定
し
た
。
最
後
に
、
復
興
の
問
題
を
考
え
る
と
、
円
覚
寺
住
人
の
例
か
ら
、
円
覚
寺
の
土
木
等
の
担
当
者
が
奉
行
と
な
っ
て
住
人
の
規
模
に
よ
っ
て
担
当
量
を
決
め
て
復
興
に
あ
た
っ
た
事
態
を
想
定
し
た
。
こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
鎌
倉
は
武
士
の
屋
地
、
寺
社
、
門
前
の
住
人
と
混
在
し
て
居
住
し
て
お
り
、
復
興
に
あ
た
っ
て
は
、
土
地
ご
と
に
幕
府
．
御
家
人
・
寺
社
が
そ
れ
ぞ
れ
居
住
す
る
住
人
の
規
模
に
相
応
す
る
役
を
賦
課
す
る
形
態
で
復
興
が
行
わ
れ
た
と
想
定
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
災
害
に
対
し
て
は
復
興
の
問
題
が
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
視
点
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
最
後
に
、
建
仁
元
（
一
二
〇
二
）
年
の
北
条
泰
時
の
徳
政
が
台
風
後
の
損
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）
亡
の
回
復
と
関
わ
り
借
用
証
文
の
破
棄
に
い
た
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
課
題
と
す
る
部
分
も
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
註（
1
）
　
現
段
階
ま
で
の
主
要
な
研
究
動
向
は
、
高
橋
慎
一
郎
「
日
本
中
世
前
期
都
市
研
究
の
現
在
ー
　
　
鎌
倉
に
関
す
る
文
献
史
学
の
研
究
動
向
ー
」
（
『
年
報
都
市
史
研
究
』
七
、
一
九
九
九
年
）
に
整
　
　
理
さ
れ
て
い
る
。
（
2
）
　
「
鎌
倉
の
『
地
』
と
地
奉
行
」
（
『
日
本
中
世
都
市
の
世
界
』
〔
ち
く
ま
学
芸
文
庫
版
〕
、
二
〇
〇
　
　
一
年
、
初
出
は
↓
九
七
六
年
）
（
3
）
　
「
都
市
鎌
倉
に
お
け
る
『
地
獄
』
の
風
景
」
（
『
御
家
人
制
の
研
究
』
一
九
八
一
年
）
。
石
井
氏
　
　
の
鎌
倉
の
周
縁
部
を
み
る
視
点
は
「
都
市
鎌
倉
の
七
口
と
前
浜
」
（
『
中
世
の
か
た
ち
』
、
二
〇
〇
　
　
二
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
（
4
）
　
「
中
世
鎌
倉
の
都
市
空
間
構
造
」
（
『
史
林
』
八
〇
ー
二
、
一
九
九
七
年
）
（
5
）
　
「
都
市
鎌
倉
に
お
け
る
北
条
氏
の
邸
宅
と
寺
院
」
（
『
史
学
雑
誌
』
一
〇
六
ー
九
、
一
九
九
七
年
）
（
6
）
　
「
鎌
倉
と
京
』
（
〔
大
系
日
本
の
歴
史
5
〕
、
一
九
八
八
年
）
。
な
お
、
三
浦
勝
男
氏
も
鎌
倉
の
火
　
　
災
で
若
宮
大
路
が
防
火
帯
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
鎌
倉
の
災
害
」
『
神
奈
　
　
川
県
史
　
通
史
編
1
』
、
一
九
八
一
年
、
五
七
四
頁
）
。
（
7
）
　
「
問
注
所
と
そ
の
文
庫
ー
鎌
倉
初
期
幕
政
下
に
於
け
る
所
在
と
性
格
ー
」
（
『
中
京
大
学
図
書
館
　
学
紀
要
』
三
・
五
、
一
九
八
二
・
四
年
）
。
な
お
、
関
靖
氏
は
、
金
沢
文
庫
の
成
立
に
つ
い
て
実
　
時
は
鎌
倉
で
火
災
に
よ
っ
て
蔵
書
を
焼
失
し
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
　
　
（
『
金
沢
文
庫
の
研
究
』
、
一
九
五
一
年
）
。
（
8
）
　
「
鎌
倉
の
明
か
り
」
（
『
神
奈
川
地
域
史
研
究
』
一
二
、
一
九
九
四
年
）
（
9
）
　
「
自
然
災
害
と
歴
史
」
（
『
中
世
災
害
・
戦
乱
の
社
会
史
』
、
二
〇
〇
］
年
）
（
1
0
）
　
た
だ
し
、
寺
社
の
歴
史
的
推
移
な
ど
を
叙
述
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
貫
達
人
・
川
副
武
胤
　
『
鎌
倉
廃
寺
事
典
』
（
一
九
八
〇
年
）
が
鎌
倉
内
の
寺
社
の
火
災
な
ど
に
よ
る
被
災
年
次
を
も
ら
　
　
さ
ず
に
記
述
し
、
ま
た
、
貫
達
人
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
伽
藍
構
成
が
建
久
二
（
一
一
九
一
）
年
と
　
文
永
三
（
一
二
六
六
）
年
の
大
火
の
復
興
で
固
ま
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
そ
の
実
例
で
　
　
あ
る
（
『
鶴
岡
八
幡
宮
』
、
一
九
七
六
年
）
。
ま
た
、
『
神
奈
川
県
史
』
で
も
「
鎌
倉
の
災
害
」
が
　
立
項
さ
れ
、
特
に
火
災
に
留
意
し
て
被
災
状
況
を
記
し
て
い
る
（
三
浦
勝
男
執
筆
、
一
九
八
一
　
年
）
。
文
化
財
に
つ
い
て
は
大
火
と
復
興
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
が
多
い
が
、
正
和
四
（
二
二
一
　
五
）
年
の
建
長
寺
炎
上
に
渡
辺
明
義
「
永
源
寺
蔵
約
翁
徳
倹
像
に
つ
い
て
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
　
　
二
七
八
、
一
九
八
七
年
）
、
延
文
二
（
二
二
五
七
）
年
の
浄
智
寺
の
火
災
に
つ
い
て
三
山
進
「
浄
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智
寺
本
尊
考
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
七
八
、
一
九
八
七
年
）
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
お
く
。
（
H
）
　
ダ
イ
ゴ
の
会
「
『
親
玄
僧
正
日
記
』
（
中
）
」
（
『
内
乱
史
研
究
』
一
五
、
一
九
九
四
年
）
。
な
お
、
　
　
こ
の
時
の
地
震
に
つ
い
て
の
史
料
は
伝
聞
史
料
も
含
め
て
『
鶴
岡
社
務
記
録
』
に
収
録
さ
れ
て
　
　
い
る
（
鶴
岡
叢
書
第
二
輯
、
一
九
七
八
年
）
。
（
1
2
）
　
山
田
昭
全
・
三
木
紀
人
校
注
『
雑
談
集
』
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
三
年
）
（
1
3
）
　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
七
六
、
五
〇
五
頁
上
。
（
1
4
）
　
「
鎌
倉
武
家
社
会
の
陰
陽
道
」
（
『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』
、
一
九
九
一
年
）
。
ま
た
、
開
発
・
検
　
　
注
に
つ
い
て
風
水
・
土
用
の
面
か
ら
の
禁
忌
の
助
言
を
行
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
（
1
5
）
　
「
天
変
と
怨
霊
」
（
林
淳
・
小
池
淳
一
編
『
陰
陽
道
の
講
義
』
、
二
〇
〇
二
年
）
（
1
6
）
　
『
中
世
の
災
害
予
兆
　
あ
の
世
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
（
一
九
九
六
年
）
七
九
頁
。
な
お
、
陰
　
　
陽
道
の
防
火
へ
の
修
法
と
し
て
の
関
与
は
、
室
町
期
の
『
文
肝
抄
』
の
「
防
火
火
災
」
を
み
る
　
　
と
、
寝
殿
の
四
隅
に
桐
板
に
河
伯
像
を
描
い
て
打
ち
付
け
る
こ
と
が
み
え
る
。
「
祭
文
部
類
』
に
　
　
よ
れ
ば
河
伯
は
水
、
朱
童
が
火
を
象
徴
し
、
水
が
火
に
勝
る
こ
と
で
火
災
を
消
去
で
き
る
と
考
　
　
え
て
い
た
（
村
山
修
一
編
『
陰
陽
道
基
礎
史
料
集
成
』
、
一
九
八
七
年
）
。
ま
た
、
河
野
真
治
郎
　
　
氏
は
、
貞
永
元
（
一
二
三
二
）
年
の
法
華
堂
西
の
護
摩
堂
火
災
後
に
、
陰
陽
師
に
御
所
と
の
方
　
　
位
を
測
地
さ
せ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
つ
つ
、
一
方
で
、
鎌
倉
中
期
ま
で
の
陰
陽
師
が
鎌
倉
の
　
　
寺
社
な
ど
の
正
確
な
方
位
を
計
測
し
え
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
呪
術
と
陰
陽
道
の
　
　
鎌
倉
」
『
大
航
海
』
一
四
、
一
九
九
七
年
）
。
（
1
7
）
　
清
水
真
澄
「
小
田
原
市
本
誓
寺
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
に
つ
い
て
」
（
『
三
浦
古
文
化
』
四
八
、
　
　
一
九
九
〇
年
）
。
本
誓
寺
は
、
天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
以
前
の
建
立
で
、
寺
伝
で
は
十
五
世
　
　
紀
初
頭
に
鎌
倉
の
藤
沢
某
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
な
お
、
ほ
か
に
大
規
模
な
災
　
　
害
を
縁
起
に
記
し
て
い
る
も
の
を
み
る
と
、
『
鎌
倉
大
仏
縁
起
』
に
明
応
の
地
震
が
記
さ
れ
る
こ
　
　
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
（
1
8
）
　
前
註
（
1
7
）
清
水
論
文
。
こ
の
ほ
か
に
は
正
嘉
年
中
の
こ
と
と
し
て
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
　
　
正
嘉
二
年
八
月
一
日
条
に
「
大
風
、
天
下
損
亡
、
因
弦
、
将
軍
御
上
洛
延
引
」
と
み
え
る
。
（
1
9
）
　
西
村
真
琴
・
吉
川
一
郎
編
『
日
本
凶
荒
史
考
』
（
一
九
三
六
年
）
。
な
お
、
『
鏡
』
康
元
元
年
六
　
　
月
七
日
に
は
「
凡
今
年
大
洪
水
、
殆
越
例
年
、
寒
気
又
以
不
時
、
暑
不
信
、
其
物
定
不
長
欺
」
　
　
と
大
洪
水
と
並
ん
で
夏
の
寒
気
が
記
さ
れ
、
寛
喜
二
年
の
夏
の
記
憶
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
　
　
喜
二
年
の
飢
饅
と
冷
害
は
、
正
嘉
二
年
の
洪
水
と
な
ら
ん
で
永
く
記
憶
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（
2
0
）
　
『
静
岡
県
史
』
資
料
編
6
。
飯
島
は
「
西
浜
鰐
縦
」
と
あ
る
よ
う
に
島
で
は
な
く
（
『
鏡
』
承
元
　
　
三
年
五
月
二
十
八
日
）
、
『
後
愚
昧
記
』
の
伝
聞
に
は
飯
島
を
島
と
す
る
誤
解
が
含
ま
れ
て
い
る
　
　
点
は
注
意
を
要
す
る
。
（
2
1
）
　
益
田
宗
「
鎌
倉
年
代
記
」
（
『
国
史
大
辞
典
』
第
三
巻
、
一
九
八
二
年
）
（
2
2
）
　
岡
見
正
雄
校
注
『
太
平
記
』
（
角
川
文
庫
）
、
七
二
頁
。
（
2
3
）
　
鎌
倉
で
の
洪
水
に
は
、
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
で
は
正
応
四
（
一
二
九
一
）
年
に
「
七
月
一
日
、
　
　
大
雨
、
洪
水
、
人
家
漂
没
、
死
人
甚
多
云
々
」
と
み
え
る
の
が
鎌
倉
で
の
洪
水
を
記
す
も
の
で
　
　
あ
ろ
う
。
同
じ
く
民
屋
の
流
出
を
記
載
し
て
お
り
、
全
く
記
述
の
対
象
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
　
　
で
も
な
か
っ
た
。
（
2
4
）
　
八
代
国
治
『
吾
妻
鏡
の
研
究
』
（
一
九
四
一
年
）
（
2
5
）
　
「
荘
園
古
老
法
ー
紛
争
解
決
の
習
俗
ー
」
（
『
日
本
中
世
村
落
社
会
史
の
研
究
』
、
一
九
九
六
年
）
（
2
6
）
　
滑
川
は
、
鎌
倉
で
は
「
西
者
大
道
南
行
、
東
有
河
、
北
有
鶴
岳
、
南
湛
海
水
、
可
准
池
沼
云
々
」
　
　
と
鎌
倉
の
東
を
画
す
る
も
の
と
さ
れ
た
（
『
鏡
』
嘉
禄
元
年
十
月
二
十
日
）
。
文
治
四
（
一
一
八
　
　
八
）
年
六
月
五
日
の
洪
水
の
際
、
勝
長
寿
院
の
前
の
橋
が
落
ち
宿
直
の
任
に
あ
っ
た
飯
田
次
郎
　
　
は
水
練
の
達
者
で
従
者
ら
と
川
二
町
ば
か
り
で
浮
き
渡
し
を
行
い
恩
賞
に
馬
を
与
え
ら
れ
て
い
　
　
る
（
『
鏡
』
）
。
こ
の
例
は
滑
川
の
橋
流
失
が
鎌
倉
で
痛
手
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
（
2
7
）
　
「
鎌
倉
の
明
か
り
」
（
『
神
奈
川
地
域
史
研
究
』
一
二
、
一
九
九
四
年
）
（
2
8
）
　
前
註
（
7
）
論
文
で
、
平
田
氏
は
こ
の
時
の
火
災
の
場
所
を
大
町
大
路
の
東
名
越
大
谷
あ
た
　
　
り
と
想
定
し
て
い
る
。
（
2
9
）
　
事
例
は
後
述
す
る
が
、
建
久
三
（
＝
九
二
）
年
十
月
三
十
日
の
場
合
は
「
南
風
烈
、
亥
剋
、
　
　
武
者
所
宗
親
浜
家
焼
亡
」
、
承
久
二
（
一
二
二
〇
）
年
正
月
二
十
九
日
の
場
合
は
「
入
夜
、
窟
堂
　
　
辺
焼
亡
、
進
士
判
官
代
工
藤
右
衛
門
尉
等
家
災
」
と
御
家
人
ら
の
住
居
が
明
記
さ
れ
る
（
『
鏡
』
）
。
　
　
浜
な
ど
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
般
住
人
の
住
居
が
多
い
の
で
あ
り
、
特
筆
さ
れ
る
事
項
と
し
　
　
て
記
述
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
3
0
）
　
こ
う
し
た
事
例
は
、
ほ
か
に
安
貞
元
（
一
二
二
七
）
年
二
月
二
十
一
日
の
火
災
を
「
未
刻
、
　
　
亀
谷
辺
焼
亡
」
、
貞
永
元
（
一
二
三
二
）
年
二
月
十
四
日
の
火
災
を
「
甘
縄
辺
民
居
焼
亡
」
と
記
　
　
す
な
ど
の
例
が
あ
る
（
『
鏡
』
）
。
（
3
1
）
　
弘
安
三
年
十
二
月
十
八
日
の
日
蓮
書
状
に
は
、
こ
の
時
の
火
災
が
頼
朝
・
義
時
の
法
華
堂
を
　
　
焼
失
し
て
嘆
い
て
い
た
と
こ
ろ
鶴
岡
八
幡
宮
も
焼
失
し
た
た
め
、
鎌
倉
の
人
々
は
「
い
か
ん
か
　
　
人
の
な
け
き
候
ら
む
、
世
間
の
人
々
は
八
幡
大
菩
薩
を
は
阿
弥
陀
仏
の
化
身
と
申
そ
、
そ
れ
も
　
　
中
古
の
人
々
の
御
言
な
れ
は
さ
も
や
」
と
喪
失
感
を
広
げ
た
大
火
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
　
　
（
「
日
蓮
上
人
遺
文
」
、
『
神
』
九
一
五
）
。
（
3
2
）
　
『
中
世
の
災
害
予
兆
　
あ
の
世
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
（
一
九
九
六
年
）
、
七
九
頁
。
（
3
3
）
　
前
注
（
5
）
秋
山
論
文
。
（
3
4
）
　
湯
浅
吉
美
『
増
補
　
日
本
暦
日
便
覧
』
（
増
補
編
、
一
九
八
八
年
）
（
3
5
）
　
な
お
、
『
鏡
』
弘
長
元
（
一
二
六
一
）
年
九
月
二
十
日
条
に
は
「
若
宮
大
路
焼
亡
」
と
み
え
、
　
　
大
路
自
体
が
焼
亡
し
た
と
判
断
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
記
載
は
『
吾
妻
鏡
』
の
若
宮
大
路
の
　
　
記
述
で
は
例
外
的
な
も
の
と
い
え
る
。
（
3
6
）
　
馬
淵
和
雄
「
武
士
の
都
鎌
倉
ー
そ
の
成
立
と
構
想
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
都
市
鎌
倉
と
板
東
の
　
　
海
に
暮
ら
す
　
中
世
の
風
景
を
読
む
2
』
、
一
九
九
四
年
）
。
以
前
の
成
果
は
、
若
宮
大
路
の
性
　
　
格
付
け
を
考
古
学
研
究
か
ら
再
検
討
す
る
作
業
を
開
始
し
た
大
三
輪
龍
彦
氏
が
、
五
〇
メ
ー
ト
　
　
ル
位
を
想
定
し
て
い
た
が
（
「
鎌
倉
の
町
ー
都
市
の
雑
居
空
間
ー
」
、
西
垣
晴
次
編
『
鎌
倉
武
士
　
　
西
へ
　
地
方
文
化
の
日
本
史
5
』
、
一
九
七
八
年
）
、
さ
ら
に
、
三
三
・
六
メ
ー
ト
ル
（
＝
丈
）
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と
の
見
方
を
示
さ
れ
て
い
た
（
「
都
市
鎌
倉
の
道
と
地
域
」
『
中
世
日
本
の
諸
相
』
下
巻
、
一
九
　
　
八
九
年
）
。
（
3
7
）
　
若
宮
大
路
が
火
災
の
防
災
施
設
と
し
て
果
た
し
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
が
当
初
か
　
　
ら
の
都
市
計
画
の
結
果
如
何
は
判
断
で
き
な
い
。
な
お
、
嘉
禄
三
（
↓
二
二
七
）
年
正
月
二
日
　
　
の
田
楽
辻
子
の
火
災
が
東
西
一
町
余
に
お
よ
ん
だ
と
み
え
る
の
は
、
若
宮
大
路
を
挟
ん
で
両
側
　
　
に
お
よ
ん
だ
火
災
と
い
え
る
（
『
鏡
』
）
。
（
3
8
）
　
女
性
と
し
た
の
は
、
金
沢
貞
顕
書
状
が
仮
名
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
た
。
（
3
9
）
　
要
人
邸
を
含
ん
で
広
域
が
焼
け
た
場
合
は
、
建
保
七
（
一
二
一
九
）
年
正
月
七
日
の
将
軍
御
　
　
所
近
の
火
災
で
大
江
広
元
邸
な
ど
「
四
十
余
宇
」
、
同
年
正
月
十
五
日
の
大
倉
付
近
の
火
災
で
は
　
　
北
条
時
房
婦
人
宅
な
ど
「
数
十
宇
」
と
要
人
の
名
が
含
ま
れ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
（
以
上
『
鏡
』
）
。
（
4
0
）
　
斎
木
秀
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
由
比
ヶ
浜
に
は
鎌
倉
期
に
貿
易
管
理
施
設
が
あ
り
、
由
比
ヶ
浜
南
　
　
遺
跡
の
埋
葬
遺
構
は
墓
と
い
う
よ
り
も
遺
体
を
集
め
て
処
理
し
た
場
の
景
観
を
と
っ
て
い
る
と
　
　
指
摘
し
て
い
る
（
「
鎌
倉
の
寺
院
配
置
と
墓
域
」
『
中
世
都
市
研
究
』
四
、
一
九
九
七
年
）
。
ま
た
、
　
　
斎
藤
直
子
氏
は
、
滑
川
の
旧
流
路
の
河
口
付
近
が
潟
湖
の
景
観
を
お
び
船
舶
の
泊
ま
る
浦
と
し
　
　
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
中
世
前
期
鎌
倉
の
海
岸
線
と
港
湾
機
能
」
「
中
世
　
　
東
国
の
物
流
と
都
市
』
、
一
九
九
五
年
）
。
前
註
（
3
）
石
井
論
文
。
（
4
1
）
　
貫
達
人
・
川
副
武
胤
『
鎌
倉
廃
寺
事
典
』
（
一
九
八
〇
年
）
（
4
2
）
　
建
長
四
（
一
二
五
二
）
年
二
月
八
日
の
火
災
で
は
「
西
者
寿
福
寺
之
前
、
東
者
名
越
山
王
堂
　
　
前
、
北
者
若
宮
大
路
上
、
其
内
無
残
所
」
、
弘
長
三
（
一
二
六
三
）
年
三
月
十
八
日
の
火
災
で
は
　
　
「
名
越
辺
焼
亡
、
山
王
堂
在
其
中
、
失
火
云
々
」
と
み
え
る
（
以
上
『
鏡
』
）
。
名
越
・
大
町
の
谷
　
　
の
奥
ま
で
火
が
入
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
（
4
3
）
　
大
三
輪
龍
彦
「
都
市
鎌
倉
の
道
と
地
域
」
（
『
中
世
日
本
の
諸
相
』
下
巻
、
一
九
八
九
年
）
（
4
4
）
　
貫
達
人
・
川
副
武
胤
『
鎌
倉
廃
寺
事
典
』
（
一
九
八
〇
年
）
（
4
5
）
　
亀
谷
は
、
公
家
・
武
家
の
屋
敷
所
在
地
で
あ
る
一
方
、
「
亀
谷
石
切
谷
」
（
『
鏡
』
弘
長
元
年
六
　
　
月
二
十
二
日
）
、
永
享
六
（
一
四
三
四
）
年
の
芦
名
盛
政
譲
状
に
も
「
亀
谷
石
切
」
と
み
え
る
よ
　
　
う
に
（
『
神
』
五
八
九
三
）
、
石
の
切
り
出
し
場
の
所
在
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。
（
4
6
）
　
鋳
物
師
藤
原
秀
吉
と
宝
薩
印
塔
の
内
容
、
銘
文
の
位
置
な
ど
に
つ
い
て
は
鈴
木
友
也
「
称
名
　
寺
蔵
金
堂
装
宝
籐
印
塔
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
七
五
、
一
九
八
五
年
）
　
　
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
4
7
）
　
こ
の
地
域
の
火
災
は
他
に
承
久
二
（
一
二
二
〇
）
年
二
月
十
六
日
の
火
災
が
あ
り
、
「
丑
剋
、
　
大
町
以
南
焼
亡
、
北
風
頻
扇
、
南
延
至
浜
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
（
『
鏡
』
）
。
（
4
8
）
　
視
点
は
違
う
が
、
日
蓮
は
文
永
十
二
（
一
二
七
五
）
年
四
月
十
二
日
の
四
条
頼
基
へ
の
書
状
　
　
に
、
鎌
倉
で
の
御
所
と
極
楽
寺
の
火
事
を
聞
い
て
為
政
者
の
徳
の
減
少
す
る
し
る
し
と
う
け
と
　
　
め
、
ま
た
、
極
楽
寺
は
焼
け
て
地
獄
寺
と
な
る
と
評
し
て
い
る
（
『
神
』
七
七
九
）
。
律
僧
と
幕
　
　
府
の
近
接
な
関
係
を
批
判
し
た
も
の
だ
が
、
御
所
や
寺
の
焼
失
は
衰
微
の
象
徴
と
う
け
と
ら
れ
　
　
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
文
保
年
間
の
こ
ろ
、
金
沢
貞
顕
が
自
邸
赤
橋
の
近
く
で
火
災
が
あ
っ
た
　
　
際
、
親
し
い
中
江
入
道
の
家
が
焼
失
し
た
こ
と
を
不
欄
に
思
い
な
が
ら
も
岩
屋
堂
が
焼
け
残
っ
　
　
た
こ
と
に
安
堵
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
感
慨
の
一
端
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
金
　
　
文
一
九
七
）
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
公
家
社
会
で
は
、
例
え
ば
安
元
の
大
火
に
よ
る
家
記
の
　
　
焼
失
が
「
我
朝
衰
滅
」
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
背
景
を
、
松
薗
斉
氏
は
家
記
が
国
家
の
も
　
　
の
と
認
知
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
指
摘
し
て
い
る
（
「
貴
族
社
会
と
家
記
」
『
日
記
の
家
』
、
一
九
　
　
九
七
年
）
。
（
4
9
）
　
こ
の
よ
う
な
意
識
は
、
無
住
が
栄
西
の
建
仁
寺
建
立
と
当
時
の
台
風
に
つ
い
て
「
天
下
二
大
　
　
風
吹
テ
損
亡
ノ
事
ア
リ
ケ
リ
、
世
間
ノ
人
ノ
申
ケ
ル
ハ
、
此
風
ハ
異
国
ノ
様
ト
テ
、
大
袈
裟
、
　
　
大
衣
キ
タ
ル
僧
共
、
世
間
二
見
へ
候
、
彼
ノ
衣
ノ
袖
ノ
ヒ
ロ
ク
、
袈
裟
ノ
大
キ
ナ
ル
ガ
風
ハ
フ
　
　
カ
ス
ル
也
、
如
此
ノ
異
体
ノ
仁
都
ノ
中
ヲ
ハ
ラ
ハ
ル
ベ
キ
也
ト
申
シ
ケ
ル
」
と
噂
を
記
録
し
て
　
　
い
る
こ
と
に
も
う
か
が
え
る
（
『
沙
石
集
』
　
一
〇
）
。
異
国
風
の
仏
教
の
流
布
は
、
異
国
か
ら
吹
　
　
い
て
く
る
台
風
の
被
害
と
同
列
に
認
識
さ
れ
た
と
い
う
］
つ
の
見
方
の
存
在
を
伝
え
て
い
る
。
　
　
ま
た
、
地
震
な
ど
の
地
殻
変
動
で
江
ノ
島
が
陸
続
き
に
な
る
事
態
が
発
生
す
る
と
、
「
相
模
国
江
　
　
嶋
明
神
有
託
宣
、
大
海
忽
変
道
路
、
伍
参
詣
之
人
無
舟
船
之
煩
」
と
奇
瑞
と
認
識
さ
れ
た
（
『
鏡
』
　
　
建
保
四
年
正
月
十
五
日
）
。
（
5
0
）
　
「
関
東
天
文
陰
陽
道
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
陰
陽
道
叢
書
』
二
、
一
九
九
三
年
）
（
5
1
）
　
「
鎌
倉
政
権
と
台
密
修
法
」
（
『
中
世
日
本
の
諸
相
』
下
巻
、
一
九
八
九
年
）
（
5
2
）
　
中
村
璋
八
「
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
（
一
九
八
五
年
）
。
ま
た
、
室
町
期
成
立
と
み
ら
れ
る
　
　
『
文
肝
抄
』
に
は
地
震
が
立
項
さ
れ
、
祭
の
料
物
に
は
魚
味
を
捧
げ
る
と
の
口
伝
が
み
え
、
地
震
　
　
を
抑
え
る
祈
薦
は
陰
陽
道
の
重
要
な
修
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
村
山
修
一
編
『
陰
陽
道
基
礎
史
　
　
料
集
成
』
、
一
九
八
七
年
）
。
（
5
3
）
　
建
治
二
年
正
月
十
一
日
、
日
蓮
書
状
（
「
日
蓮
上
人
遺
文
」
、
『
神
』
七
九
二
）
。
（
5
4
）
　
一
方
、
承
元
五
（
一
二
二
）
年
正
月
二
十
五
日
に
京
都
で
仏
眼
法
が
祈
薦
さ
れ
て
同
月
二
　
　
十
九
日
に
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
「
法
成
就
相
」
と
認
識
し
た
場
合
も
あ
っ
た
（
『
門
葉
記
』
、
　
　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
図
像
第
一
一
）
。
（
5
5
）
　
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
宇
都
宮
辻
子
で
は
鬼
面
土
器
が
出
土
し
陰
陽
道
と
の
関
与
が
想
定
　
　
さ
れ
て
い
る
（
小
野
正
敏
『
図
解
・
日
本
の
中
世
遺
跡
』
、
二
〇
〇
一
年
、
一
八
六
頁
）
。
冒
頭
　
　
に
記
し
た
無
住
の
『
雑
談
集
』
に
、
地
震
に
よ
る
土
砂
崩
れ
後
の
人
命
救
助
の
際
、
陰
陽
師
が
　
　
そ
の
現
場
に
い
た
こ
と
も
そ
の
↓
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
仁
治
二
年
四
月
五
日
の
朝
比
奈
切
通
　
　
の
開
削
に
つ
い
て
、
『
吾
妻
鏡
』
は
「
六
浦
道
被
造
始
、
是
可
有
急
速
沙
汰
之
由
、
去
年
冬
錐
被
　
　
経
評
議
、
被
始
新
路
、
為
大
犯
土
之
間
、
明
春
三
月
以
後
可
被
造
之
旨
、
重
治
定
云
々
、
伍
今
　
　
日
、
前
武
州
令
監
臨
其
所
給
之
間
、
諸
人
群
集
各
運
土
石
云
々
」
と
記
し
て
い
る
。
土
木
作
業
　
　
の
実
施
前
に
占
い
に
よ
っ
て
「
大
犯
土
」
の
結
果
が
で
て
い
る
の
は
、
こ
れ
も
陰
陽
師
の
土
木
　
　
作
業
へ
の
関
与
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
（
5
6
）
　
親
玄
僧
正
日
記
を
読
む
会
（
ダ
イ
ゴ
の
会
）
「
『
親
玄
僧
正
日
記
』
（
中
）
永
仁
一
年
分
」
『
中
　
　
世
内
乱
史
研
究
』
↓
五
、
一
九
九
四
年
）
、
湯
山
学
「
頼
助
と
そ
の
門
流
ー
北
条
氏
と
真
言
宗
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（
東
寺
）
ー
」
（
『
鎌
倉
』
三
九
、
一
九
八
四
年
、
同
氏
著
『
鶴
岡
八
幡
宮
の
中
世
的
世
界
ー
別
当
・
　
　
新
宮
・
舞
楽
・
大
工
ー
』
、
一
九
九
五
年
に
収
録
）
。
な
お
、
親
玄
の
鎌
倉
で
の
活
動
と
聖
教
が
　
　
分
裂
し
て
伝
授
さ
れ
る
な
ど
の
付
法
面
で
の
問
題
は
『
密
宗
血
脈
紗
』
に
記
さ
れ
て
い
る
（
『
続
　
　
真
言
宗
全
書
』
第
二
五
）
。
（
5
7
）
　
『
血
脈
類
集
記
』
に
よ
る
と
、
頼
有
は
播
磨
大
僧
都
と
呼
ば
れ
た
真
言
僧
で
頼
助
の
弟
子
で
あ
っ
　
　
た
。
鎌
倉
で
の
伝
法
灌
頂
の
儀
式
で
は
、
文
永
五
（
一
二
六
八
）
年
か
ら
永
仁
元
（
一
二
九
三
）
　
　
年
に
か
け
て
佐
々
目
遺
身
院
・
佐
々
目
御
影
堂
・
鶴
岡
別
当
坊
で
行
わ
れ
た
も
の
に
参
加
し
て
　
　
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
「
真
言
宗
全
書
』
第
三
九
）
。
（
5
8
）
　
こ
の
と
き
の
地
震
の
様
子
を
伝
え
た
も
の
か
と
推
定
さ
れ
る
も
の
に
、
「
鎌
倉
中
に
も
天
変
と
　
　
も
お
ほ
く
候
と
て
御
祈
き
ひ
し
く
候
也
、
二
階
堂
の
池
の
魚
と
も
い
き
と
し
い
き
た
る
も
の
は
　
　
皆
死
了
」
と
記
す
某
書
状
が
あ
り
、
地
割
れ
な
ど
で
永
福
寺
の
池
の
水
が
澗
れ
た
こ
と
が
知
ら
　
　
れ
る
（
勝
語
集
紙
背
文
書
研
究
会
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
勝
語
集
』
紙
背
文
書
」
『
国
文
学
　
　
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
二
〇
号
）
。
こ
れ
と
関
連
し
て
高
橋
一
樹
「
鎌
倉
の
地
震
と
政
変
」
（
『
歴
　
　
博
』
九
〇
、
一
九
九
八
年
）
が
あ
る
。
（
5
9
）
　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
図
像
第
五
巻
。
ま
た
、
『
覚
禅
紗
』
の
図
像
二
八
一
に
は
小
野
曼
茶
羅
　
　
寺
の
図
像
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
愛
染
明
王
の
天
部
に
北
斗
七
星
を
描
い
た
も
の
が
あ
り
、
愛
　
　
染
と
北
斗
の
間
に
は
事
相
面
で
近
接
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
（
6
0
）
　
『
吾
妻
鏡
』
か
ら
類
似
例
を
他
に
あ
げ
る
と
、
貞
応
三
年
十
月
十
六
日
（
天
変
）
、
安
貞
二
年
　
　
十
月
三
十
日
（
将
軍
祈
）
、
安
貞
三
年
三
月
一
日
（
天
変
）
、
寛
喜
元
年
五
月
十
五
日
（
月
蝕
）
、
　
　
延
応
二
年
正
月
十
七
日
（
彗
星
出
現
）
、
寛
元
四
年
五
月
十
四
日
（
天
変
・
月
蝕
）
が
あ
げ
ら
れ
　
　
る
。
（
6
1
）
　
四
月
二
十
七
日
、
弁
秀
書
状
・
某
勘
返
状
（
仁
和
寺
所
蔵
『
梵
記
抄
』
紙
背
文
書
、
『
神
』
一
　
　
一
二
七
）
。
本
文
書
か
ら
、
仁
和
寺
の
僧
は
鎌
倉
か
ら
頼
綱
諌
殺
の
事
態
を
正
確
に
伝
達
さ
れ
て
　
　
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
森
幸
夫
氏
の
指
摘
が
あ
る
（
「
平
頼
綱
と
公
家
政
権
」
『
三
浦
　
　
古
文
化
』
五
四
、
一
九
九
四
年
）
。
（
6
2
）
　
「
自
然
災
害
と
歴
史
」
（
『
中
世
災
害
・
戦
乱
の
社
会
史
』
、
二
〇
〇
一
年
）
（
6
3
）
　
他
に
は
、
彗
星
出
現
に
よ
り
貞
応
元
年
八
月
十
三
日
に
は
「
百
日
泰
山
府
君
祭
」
が
始
行
さ
　
　
れ
た
例
も
あ
る
（
「
鏡
』
）
。
（
6
4
）
　
「
鎌
倉
の
『
地
』
と
地
奉
行
」
（
『
日
本
中
世
都
市
の
世
界
』
〔
ち
く
ま
学
芸
文
庫
版
〕
、
二
〇
〇
　
　
一
年
、
初
出
は
一
九
七
六
年
）
（
6
5
）
　
「
中
世
京
都
に
お
け
る
居
住
形
態
と
住
民
結
合
」
（
『
都
市
　
前
近
代
都
市
論
の
射
程
』
、
二
〇
　
　
〇
二
年
）
（
6
6
）
　
わ
ず
か
な
例
だ
が
、
正
和
元
（
＝
一
二
二
）
年
八
月
十
八
日
の
平
忠
綱
譲
状
に
は
鎌
倉
甘
縄
　
　
の
北
斗
堂
の
前
の
屋
地
相
伝
に
つ
い
て
、
譲
状
に
添
付
さ
れ
た
次
第
証
文
に
つ
い
て
以
下
の
記
　
　
載
が
あ
る
（
『
神
』
一
八
五
六
）
。
　
　
　
　
し
た
い
（
次
第
）
て
つ
き
（
手
継
）
の
せ
う
も
ん
（
証
文
）
ハ
、
忠
綱
し
さ
い
（
子
細
）
　
　
　
を
申
所
に
、
忠
助
ふ
ん
し
ち
（
紛
失
）
の
よ
し
申
所
に
、
忠
助
ふ
ん
し
ち
の
よ
し
申
あ
い
　
　
　
　
た
、
ふ
け
ん
の
た
ん
し
や
う
の
ち
う
（
弾
正
忠
）
の
奉
行
と
し
て
案
文
を
め
し
給
て
、
ふ
　
　
　
　
ん
し
ち
し
や
う
を
申
へ
き
よ
し
、
　
　
紛
失
し
た
文
書
は
「
奉
行
」
を
通
し
て
案
文
を
拝
領
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
　
　
事
例
が
知
ら
れ
る
。
（
6
7
）
　
入
間
田
宣
夫
「
泰
時
の
徳
政
」
（
『
百
姓
申
状
と
起
請
文
の
世
界
』
、
一
九
八
六
年
）
〔付
記
〕
　
本
報
告
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
の
報
告
の
他
、
中
世
史
研
究
会
（
二
〇
〇
三
年
二
月
二
十
七
日
、
名
古
屋
）
で
も
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
批
判
を
い
た
だ
い
た
か
た
が
た
に
お
礼
の
詞
を
記
し
て
お
き
た
い
。
（愛
知
学
院
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）
（
二
〇
〇
三
年
三
月
三
十
一
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
十
八
日
審
査
終
了
）
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Tlle　Medieval　Town　of　Kamakura　Viewed　from　the　Perspective　of　Disasters
FuKusHIMA　Kaneharu
Much　detailed　research　has　been　undertaken　on　the　urban　development　of　Kamakura　fbllowing　an　approach　that
uses　documents　and　archaeology，　and　which　has　located　the　imperial　palace　and　the　residences　of　vassals，
temples，　commercial　areas　and　graveyards．　However，　there　has　been　little　examination　that　has　taken　a　close　look　at
disasters．　Thus，　this　paper　is　an　examination　of　the　occurrence　of丘res　and　earthquakes，　the　responses　to　these　events，
and　restoration．
　　　Astudy　of　the丘re　prevention　system　of　Kamakura，　which　su廷bred　repeated　6res，　shows　that　Wakamiya－o（ガi
served　the　function　of　a丘re　prevention　zone，　with　one　means　of　6re　prevention　being　the　destruction　of　houses．
There　were　also　large丘res　that　were　acknowledged　and　recorded　as“great　fires　causing　extensive　destruction　and
fatalities”that　burnt　down　the　central　urban　area　on　a　large　scale　and　fires　that　destroyed　major　facilities　in　Kamakura
such　as　temples　and　shrines　and　the　residences　of　the　shogun　and　the　H（加clan．　Fires　that　fell　into　the　latter
category　and　were　recognized　as“great丘res　causing　extensive　destruction　and　fatalities”were　viewed　as　an　evil　omen
fbr　Kamakura　itself　due　to　the　loss　of　Buddhist　scriptures，　and　they　instilled　a　sense　of　danger　in　the　llpper　echelons
of　the　shogunate．　Also，　the　many　earthquakes　that　occurred　were　accompanied　by　the　occurrence　of　landslides　in
Kamakura，　which　was　surrounded　by　valleys．　When　reconstruction　took　place，　priests　called“onmyo－ji”and　monks　from
the　Shingon　sect　played　a　prominent　role　in　the　rescue　of　people　who　had　been　buried　or　when　rites　were　perfb㎜ed
fbr　the　safe　reconstnlction　of　buildings，　perhaps　because　of　the　belief　in“tsuchi”involving　the　appeasement　of　the　land
deities．　Earthquakes　are　also　linked　to　the　outbreak　of　social　unrest　and　it　has　been　possible　to　confirm　the
outbreak　of　disturbances　in　Kamakura　on　many　occasions　as　a　result　of　earthquakes，　such　as　the　Battle　of　Wada．　One
representative　example　is　the　disturbance　that　took　place　amid　the　turmoil　of　the　large　earthquake　of　1293　when
Taira’no－Yoritsuna　and　some　of　his　warriors　were　killed．　This　incident　is　commonly　interpreted　as　having　been
coincidental　to　the　earthquake，　but　it　is　possible　that　it　was　brought　about　in　association　with　the　move　by　Sadatoki　of
the　main　Hqjo　line　to　overhde　the　belief　in　inauspicious　days　called“s呵itsu”．　In　a　sense，　this　can　also　be　viewed　as
apreventative　me－asure　aimed　to　stop　the　occurrence　of　disturbances　fbllowing　an　earthquake．
　　　Lastly，　when　considering　the　restoration　of　the　town，　although　it　is　but　one　example，　we　leam　that　in　the　case　of
Enkakuji　Temple，　fOr　construction　work　such　as　building　roads　it　was　decided　to　have　the　ordinary　people　who　lived
in　the　area　bear　the　cost．　This　was　underpinned　by　construction　work　undertaken　separately　by　temples，　sh由es　and
vassals　and　we　may　conclude　that　restoration　of　the　whole　city　of　Kamakura　took　place．
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